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釜
沢
町
に
あ
る
石
工
の
道
は
石

切
り
場
か
ら
切
り
出
し
た
石
を
荷

車
に
積
ん
で
、
石
屋
ま
で
運
ぶ
た

め
の
も
の
で
、
釜
沢
石
が
二
列
に

敷
か
れ
て
い
ま
す
。

釜
沢
石
は
、
釜
沢
川
と
鬼
面
沢

川
流
域
で
産
出
す
る
デ
イ
サ
イ
ト

質
の
岩
石
の
こ
と
で
す
。
灰
白
色

も
し
く
は
淡
紅
灰
色
で
角
閃
石
と

黒
雲
母
の
斑
晶
が
目
立
ち
、
軟
ら

か
く
て
加
工
し
や
す
い
う
え
に

見
た
目
が
き
れ
い
な
の
で
、
古
く

か
ら
石
材
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

市
内
の
神
社
に
あ
る
奉
納
物
や

路
傍
の
石
仏
、
寺
院
の
墓
石
な
ど

気
を
つ
け
て
見
る
と
、
釜
沢
石
を

使
っ
た
石
造
物
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
残
っ
て
い
ま
す
。

釜
沢
石
は
江
戸
時
代
か
ら
切
り

出
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明

治
に
入
る
と
さ
ら
に
需
要
が
高
ま

り
、
墓
石
な
ど
に
盛
ん
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
盛

期
に
は
、
村
松
や
釜
沢
、
横
枕
な

ど
に
約
百
二
十
軒
の
石
屋
が
あ
り

石
切
り
場
で
は
数
百
人
の
石
工
が

働
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
以
降

御
影
石
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
普
及
し
た
こ
と

か
ら
、
利
用
は
激
減
し
石
工
の
道

も
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
盛
ん
に
行
き
来
し
た

で
あ
ろ
う
荷
車
の
跡
を
刻
ん
で
す

り
減
っ
た
敷
石
だ
け
が
、
往
時
の

面
影
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る

だ
け
で
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲石工の道（釜沢町）
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地震が発生したら、どんな
揺れ方をして、どんな被害が
発生するのでしょうか？
震災対策を進めるためには、
あらかじめ情報を収集してお
く必要があります。そのため
長岡市では、地震発生時の被
害を予測する「震災シミュレ
ーション」を実施しました。

地震を
シミュレーション（想定）

シミュレーションは、過去
に長岡市に被害を与えた地震
や、市内に存在する活断層の
分布状況、地質構造などを基
に、悠久山断層にマグニチュ
ード6.6の地震が発生した場合
など、３つの地震を想定して
揺れや被害を予測しました。

悠久山地震（仮称）が
発生したら

悠久山断層で地震が発生し
た場合、震度は一部の地域で
６強となり、市内の中心部を
含む広い範囲で６弱という結
果になりました。震度６弱の
地震では、人は立っているこ

とが困難で、耐震性の低い木
造住宅では倒壊するものもあ
ります。

ちなみに、昭和36年の長岡
地震では死傷者35人、住宅の
全半壊約700棟の被害が発生
しています。地震の規模はマ
グニチユード5.2でした。
悠久山地震（仮称）のシミ
ュレーションでは、長岡地震
に比べはるかに大規模は地震
を想定し、被害の予測を行い
ました。この悠久山地震（仮
称）による被害予測結果につ
いては、次回お伝えします。
また、シミュレーションの
内容は情報公開コーナーや各
図書館等で公開しています。
担当＝防災課139・2206

き
め
ん
ざ
わ

か
い

か
く
せ
ん

は
ん
し
ょ
う

う
ん
も
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件数�「市民の声なんでも窓口」月別利用状況�平成1 2 年度�

市
役
所
は
真
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ

「
市
役
所
」
は
「
市
民
の
役
に
立
つ
所
」

と
い
う
意
味
で
す
。
ま
さ
に
市
役
所
は
、

皆
様
に
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
業
な
の
で
す
。

民
間
企
業
は
お
客
様
の
苦
情
や
ご
希
望

を
伺
う
窓
口
、
例
え
ば
お
客
様
相
談
セ
ン

タ
ー
と
い
う
よ
う
な
総
合
窓
口
を
必
ず
設

け
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
開
設
し
た
「
市

民
の
声
な
ん
で
も
窓
口
」
は
、
実
は
民
間

企
業
の
「
お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
の

で
す
。
今
ま
で
市
役
所
に
な
か
っ
た
こ
と

こ
そ
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
「
市
民
の
声
な
ん
で
も
窓
口
」
は
、

開
設
か
ら
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
多

く
の
足
り
な
い
点
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
長
岡
市
役
所
が
真
の
意
味
で

の
サ
ー
ビ
ス
業
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
育

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ん
で
も
窓
口
へ
の
ご
意
見

３
割
が
実
現
へ

な
ん
で
も
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

と
そ
の
対
応
状
況
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
プ
ー
ル
や
体
育
館
等
に
も
ス
キ
ー
場
の

リ
フ
ト
券
の
よ
う
な
回
数
券
を
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
。

―
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
と
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
回
数
券
を
発
行
し
ま
す
。
そ
の
他
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
三
年
に
一
回
の
料
金

改
定
の
時
期
を
め
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
導
入
を

検
討
し
ま
す
。

●
日
曜
日
に
出
生
届
を
出
そ
う
と
し
た
ら
、

受
付
場
所
の
警
備
員
室
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
日
曜
日
に
も
取
り
扱
っ
て
い
る
な
ら
、

そ
の
旨
の
表
示
を
し
て
ほ
し
い
。

―
時
間
外
窓
口
の
案
内
表
示
は
、
年
末
年

始
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
限
り
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
土
・
日
曜
日
に
も
表
示

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
図
書
館
は
、
祝
日
に
も
開
い
て
ほ
し
い
。

―
今
年
四
月
か
ら
、
中
央
図
書
館
は
国
民

の
休
日
を
含
む
祝
日
に
開
館
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

普
段
着
ト
ー
ク
で
も
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

●
災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時
に
、
ろ
う

あ
者
が
集
ま
れ
る
場
所
が
一
カ
所
で
も
あ

れ
ば
安
心
で
き
ま
す
。

―
今
年
度
の
防
災
訓
練
で
、
ろ
う
あ
者
あ

て
に
フ
ァ
ク
ス
で
通
知
す
る
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
合
場
所
に
手
話

通
訳
を
試
行
的
に
配
置
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
実
施

回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

―
今
年
度
は
十
四
の
保
育
園
で
、
原
則
と

し
て
毎
日
実
施
し
ま
す
。

●
表
町
駐
車
場
の
営
業
時
間
を
延
ば
し
、

夜
間
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

―
今
年
四
月
か
ら
、
二
十
四
時
間
営
業
に

し
ま
し
た
。

市
政
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴
き
す
る
「
市
民
の

声
な
ん
で
も
窓
口
」
が
誕
生
し
て
一
年
。
総
数
二
五
五

八
件
、
一
日
平
均
十
件
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

市
民
の
声
な
ん
で
も
窓
口
　
開
設
か
ら
１
年

森市長の
市政報告�

「市長への手紙」の専用はがきは
市役所１階の情報ラウンジのほか、
各地区公民館、図書館、体育館、
高齢者センター、社会福祉センタ
ーなどに備えてあります。
長岡市ホームページの「市長への
手紙」コーナーもご利用ください。
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
FAXは３９・２２７２へどうぞ。

市民の声なんでも窓口と市民情報ラウンジ（市役所１階、4月13日）
市政へのご意見・ご要望、苦情などはお気軽に「市民の声なんでも窓
口」へお寄せください。139・２２４６
市民情報ラウンジ（写真手前部分）に備えているもの
○インターネットを利用できるパソコン端末2台
○各種イベントや施設案内等のチラシ類180種点
○各種計画書や議会の会議録などの図書類70冊
○市政ニュースを放映する大型モニター
窓口へいただいたご意見とその対応状況も一覧表にまとめてあります。
くつろいだ雰囲気のなかで、市政情報に接してください。

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市長公室�
239件�
24.9％�

教育委員会�
137件�
14.3％�

福祉保健部�
167件�
17.4％�

総件数�
960件�

商工部 40件 4.2％�
財務部 51件�
　　　　5.3％�

企画部 51件 5.3％�

都市整備部�
　　 58件 6.0％�

土木部�
87件�
9.1％�

環境部 96件�
 10.0％�

その他 34件�
         3.5％�

市民の声なんでも窓口の利用状況（平成12 年度）

「なんでも窓口」に寄せられた意見等

2,558件（１日平均10件）
内訳　意見・相談・苦情　960件

その他案内等　 1,598件

市 長 公 室 �

福 祉 保 健 部 �

教 育 委 員 会 �

環 境 部 �

土 木 部 �

都 市 整 備 部 �

企 画 部 �

財 務 部 �

商 工 部 �

農 林 部 �

水 道 局 �

消 防 本 部 �

議 会 事 務 局 �

選挙管理委員会事務局�

会 計 課 �

計�

休日の相談窓口開設、ホームページの活用、市有施設の位置図など�

高齢者ｾﾝﾀｰの利用時間拡大、子育て情報の紹介、市営墓地募集の改善など�

冷暖房料の30分単位の設定、図書館休館日の開館、児童ｸﾗﾌﾞの利用拡大など�

騒音・煙等の公害の苦情、ごみの出し方マナー、空き地管理の苦情など�

自転車駐輪場の夜間利用、除雪の苦情、市道消雪施設の電気料負担など�
バス路線の変更、街路樹の落葉処理、公園砂場のふん尿対策など�

造形大学学生のデザイン活用、防犯灯の設置、場外馬券場の設置など�

財政状況の情報提供、市役所西口玄関手すり設置、ゲストハウスの利用方法など�

創業貸付の相談、内職情報の提供、サマーボブスレー場付近の駐車場設置など�
用水路の蓋設置、稲わら公害、土地改良事業の苦情など�

水道の断水周知、水道管の処理、水道料金の苦情など�

出動時・訓練時の騒音、消防関係の町内会負担金、消火栓の表示改善など�

議員の海外視察廃止、議会の傍聴、議会会議録の配置場所など�

投票所廃止に伴う表示、郵便による不在者投票の郵送方法�

市外郵便局からの口座振替�
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担当部署� 件数� 意見等の主な内容�

▲対話集会のようす（４月16日、勤労会館で）

市長の広聴活動の実施状況
市長が地域に出かけ、市民のみなさんの生の

声を聴き、市政運営に反映させるための活動で
す。平成12年度は82回、延べ5,016人のみなさん
と意見交換しました。

開催回数　　　　　 参加者数
普段着トーク　　41回　　　2,895人
移動市長室　　　15回　　 825人
地区別対話集会　26回　　　1,296人

「市長との意見交換」のご要望は、市民の声
なんでも窓口139・２２４６へお気軽にどうぞ。
市長の日程を調整し、できる限り伺います。

市民の声なんでも窓口　部局別件数

3 2



緊
急
事
態

ご
み
の
処
理
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
！

燃
や
す
ご
み
は
、
通
常
、
寿
事

業
所
の
焼
却
炉
二
基
、
鳥
越
事
業

所
の
焼
却
炉
二
基
の
あ
わ
せ
て
四

基
で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
一
月

か
ら
今
年
度
い
っ
ぱ
い
鳥
越
事
業

所
の
焼
却
炉
一
基
が
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
の
改
修
工
事
に
入
っ
て
い

ま
す
。

通
常
、
日
曜
・
祝
日
は
焼
却
炉

の
運
転
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
修
工
事
の
た
め
、
現
在
は
寿
事

業
所
、
鳥
越
事
業
所
の
三
基
を
休

み
な
し
で
連
続
運
転
し
て
い
ま
す
。

予
測
を
上
回
る
ご
み
の
量

昨
年
の
ご
み
の
量
で
は
、
こ
の

対
策
で
対
応
が
可
能
の
見
通
し
で

し
た
。

し
か
し
、
四
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
あ

わ
せ
て
、
家
電
の
ほ
か
に
燃
や
す

ご
み
も
大
量
に
出
さ
れ
た
こ
と
な

ど
で
、
予
測
を
上
回
る
ご
み
の
量

と
な
り
、
焼
却
能
力
が
ご
み
の
量

に
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

こ
の
緊
急
な
状
態
を
乗
り
切
る

た
め
、
ご
み
の
一
部
を
「
小
千
谷

地
域
広
域
事
務
組
合
」（
小
千
谷
市
）

や
「
三
島
郡
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
」

（
中
之
島
町
）
に
処
理
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

燃
や
す
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
過
剰
な
包
装
を
断
る
、
生
ご

み
は
で
き
る
だ
け
堆
肥
化
す
る
な

ど
し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
新
聞
紙
、
雑
誌
・
チ
ラ

シ
、
段
ボ
ー
ル
は
、
子
ど
も
会
な

ど
で
行
う
集
団
回
収
を
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
も
六
月
か
ら
、
新
聞
紙
、

雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め
ま
す
（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）。

ピットのごみの状況�

12m

15m

12m

15m

図1 　通常時�

図2 　現在�

ご
　
み�

ご
　
み�

新聞紙� 雑誌・チラシ� 段ボール�

市では6月から
資源物として収集します！

～新聞紙、雑誌・チラシ、段ボールは資源物です。
資源回収にご協力を！～

◆収集日　毎月１回（祝日は休み）
※収集日は町内によって異なります。詳しくは、この市政だより５月号　
と一緒に配布する「収集カレンダー」をご覧ください。
◆出す場所 「びん・缶・ペットボトル」を出すごみステーション

と同じ

※子ども会などで行っている集団回収も引き続き奨励します。
※雨などでぬれたものは資源になりません。雨や雪が降る日は、なるべ　
く出さないで翌月に出すようお願いします。

説明会をご希望の町内会は、ご連絡ください。
夜間、休日でも説明に伺います。

問い合わせ　環境業務課124 ・２８３７

現
在
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
工
事
の
た
め
に
焼
却
炉
一
基
を
停
止

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
春
先
の
ご
み
の
異
常
な
増
加
が
重
な
り
、

ご
み
処
理
の
一
部
を
他
の
市
や
町
に
頼
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ごみは、縦17.6メートル、横
18.4メートル、深さ12メート
ルのピット（ごみを入れる穴）
に落とされます。
通常のごみの量では、落とさ
れたごみは、すぐに見えなく
なるくらいですが（図１）、
現在は、ごみの量が12メート
ルの高さを越えています（左
写真、中央の柱に数字の12が
見えます・図２）。 ごみ搬入
口のごみをクレーンで取り除
いてから入れている状態です。

▲ごみいっぱいのピット
�次々とごみが運ばれてきます
（４月９日・寿事業所で）

生
ご
み
処
理
器

（
非
電
動
タ
イ
プ
）
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

「
生
ご
み
処
理
器
」
を
使
う

と
、
環
境
に
や
さ
し
く
生
ご
み

を
処
理
で
き
る
う
え
、
た
い
肥

と
し
て
も
有
効
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
＝
環
境
業
務
課

1
24
・
２
８
３
７

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
し
方
・
し
ば
り
方�

新　　聞　　紙� 雑 誌 ・ チ ラ シ� 段　ボ　ー　ル�

・２つ折りにする�
・十文字にしばる�
・チラシをまぜない�
・紙袋やポリ袋に入
れない�

・雑誌、折り込み
チラシ、パンフ
レットなどを一
緒にする�

・十文字にしばる�
・紙袋やポリ袋に
入れない�

・折りたたむ�
・十文字にしばる�

ごみの減量は�家庭から�

容
量�

あ
っ
せ
ん�

価
　
　格�

市
補
助
金�

個
　
人�

負
担
金�

130リットル�150リットル�190リットル�240リットル�

5,600円�6,500円�6,200円�8,700円�

2,800円�3,000円�3,000円�3,000円�

2,800円�3,500円�3,200円�5,700円�

緊急事態

ごみの処理が追いつきません！
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長

岡

を

知

ろ

う

キ

ャ

ン

ぺ

ー

ン

る
よ
う
、
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発

見
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
り
、
旧
長

岡
藩
主
牧
野
家
資
料
特
別
展
（
七

月
二
十
八
日
〜
九
月
十
五
日
・
郷

土
史
料
館
）　、　
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
岡
歴
史
会
談
」
を
開
催
し
た

り
し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
名
所
め
ぐ
り
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
（
仮
称
）
や
観

光
案
内
看
板
の
整
備
、　「
長
岡
の
歴

史
事
典
（
仮
称
）」
の
発
行　（
三
カ

年
で
編
集
）　、　
歴
史
的
・
文
化
的
遺

産
相
続
リ
ス
ト
の
作
成
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

第
一
弾
は
な
が
お
か
の

ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
一
弾
と
し

て
、
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
長

岡
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
探
訪
す

る
も
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

自
発
的
な
再
発
見
活
動
の
き
っ
か

け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
随
時
、
市
政

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問い合わせ＝広報広聴課139・2202

私
た
ち
の
ま
ち
を

ながおかのまち再発見ツアー
【企画募集ツアー】
団体・グループのみなさんが巡りたいコースを企画してください。

そのコースにバスとガイドを用意します（悠久山や中心市街地などを
巡るバスを使わない企画もＯＫ）。
期間＝６月～８月（平日、休日問わず。休日の場合、市施設が見学出
来ない場合あり） 参加料＝無料　回数＝７回（マイクロバス使用）
対象＝市内に居住または勤務、通学する15～25人の団体・グループ
申し込み＝５月25日fまでに市役所１階市民情報ラウンジ、市役所４
階広報広聴課、市民サービスコーナー（厚生会館隣）、科学博物館、
郷土史料館、各図書館、各公民館に設置の応募要項に必要事項を記入
し、〒9 4 0－8 5 01長岡市役所広報広聴課へ郵送または持参（申し込み
多数の場合抽選。ツアーの前に団体・グループの代表者と事前の打ち
合わせ会を実施）
【モデルコースツアー】
個人を対象としたツアーです。

①戊辰・河井継之助の旅
戊辰戦争の史跡をめぐりながら総督・河井継之助の考え方、長岡藩

の動向を追います。
日時＝５月28日b、６月４日b午前９時～午後４時30分（受付…午前
８時30分から） コース＝光福寺→榎峠古戦場跡→慈眼寺（小千谷市）
→司馬遼太郎『峠』の碑→開戦決意の地→昼食→西軍上陸の地→栄凉
寺→八丁沖古戦場跡・日光社→蒼柴神社（招魂社） 集合・解散＝市
役所東口
②火　土器の旅
私たちの生活習慣には、縄文時代から受け継がれてきたものがたく

さんあります。縄文時代の人びとの暮らしや考えに触れてみませんか。
日時＝５月30日d午前９時30分～午後３時45分（受付…午前９時から）
コース＝県立歴史博物館→藤橋遺跡（藤橋歴史の広場）・昼食→馬高
・三十稲場遺跡→科学博物館　集合・解散＝市役所東口
③悠久山の旅
悠久山の知られざるスポットを訪れ、新しい発見をしてみませんか。

日時＝６月１日f午前10時～午後２時30分（受付…午前９時30分から）
コース＝悠久山公園（記念碑、郷土史料館）と蒼柴神社（奉納物、記
念碑、招魂社ほか） 集合＝蒼柴神社表参道入口（悠久山プール隣）

◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇
定員＝各回25人　参加料＝無料（②は県立歴史博物館の入館料4 0 0円
必要） 持ち物＝昼食、飲み物　申し込み＝５月18日f必着で、往復
はがきの往信の裏に希望のコース（①②③いずれか、１人１コース）、
住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を
記入し、〒9 4 0－8 5 01長岡市役所広報広聴課へ（はがき１枚につき１
人、申し込み多数の場合抽選。結果は22日cに発送）
�天候によりルートなどが一部変更になる場合があります。
�参加者には、当日再発見したことなどをアンケートに記入してもら
い、長岡市ホームページなどで紹介します。
�各コースのパンフレットは、市役所１階市民情報ラウンジ、市役所
４階広報広聴課、市民サービスコーナー（厚生会館隣）、 科学博物
館、郷土史料館、各図書館、各公民館にあります。また、長岡市ホ
ームページにも掲載します。

私たちのまち長岡は
魅力がいっぱい！

市
で
は
今
年
度
か
ら
長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

長
岡
地
域
が
持
つ
独
自
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
に
目
を
向
け
、
地
域
の
価
値

を
再
発
見
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
長
岡
の
ま
ち
を
再
発

見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
知
る
・
記
す
・
伝
え
る
の
三

つ
の
場
面
で
展
開
し
ま
す
。
知
る

は
、
知
る
機
会
を
提
供
し
、
知
る

行
動
を
奨
励
す
る
も
の
で
す
。
記

す
は
、
活
動
成
果
の
発
表
や
意
見

交
換
で
き
る
場
を
用
意
し
た
り
、

発
見
記
や
写
真
な
ど
形
あ
る
も
の

に
残
す
活
動
を
奨
励
し
た
り
す
る

も
の
で
す
。
伝
え
る
は
、
集
ま
っ

た
情
報
を
「
な
が
お
か
学
事
典
」

（
仮
称
）
に
ま
と
め
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す

今
後
は
、
こ
の
三
つ
の
場
面
に

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
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子
ど
も
の
教
育
の
場
は
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
な
ど
社
会
全
体
で

あ
り
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
教
育
は

大
人
の
責
任
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、

私
た
ち
大
人
は
何
を
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
・
地
域
・

学
校
は
ど
ん
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ど
う
連
携

し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
教
育
し
て

い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
子
ど
も
た
ち
は
、
い
じ

め
や
不
登
校
、
粗
暴
な
言
動
な
ど

の
増
加
、
喫
煙
や
飲
酒
と
い
っ
た

規
範
意
識
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
の
背
景
に
は
、

社
会
体
験
の
不
足
や
し
つ
け
、
徳

育
の
あ
り
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
幼
い
と

き
か
ら
「
心
の
教
育
」
が
十
分
に

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市政ニュース�NAGAOKA

心の教育の推進
長岡市教育委員会の
新しい取り組み

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う

長
岡
市
は
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
か
め
、

共
通
の
考
え
方
に
立
ち
、
市
民
全

体
で
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
長
岡

の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
二
年
間
、
長
岡
市

は
市
民
の
み
な
さ
ん
と
手
を
携
え

て
、
心
の
教
育
を
考
え
て
い
く
た

め
、「
心
の
教
育
市
民
連
携
推
進

事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

庭
の
役
割
、
地
域
の
役
割
、
学
校

の
役
割
―
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
」
を

全
体
の
テ
ー
マ
と
し
て
五
月
か
ら

九
月
ま
で
の
間
に
、
五
会
場
で
開

き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
22
日
c

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
関
原
中
学
校
図
書
室
、

多
目
的
ホ
ー
ル

心
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

「
ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
生
の
声
を
直
接
お
聴
き

す
る
懇
談
会
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て

自
由
に
傍
聴
で
き
る
定
例
教
育
委

員
会
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。
懇

談
会
で
の
ご
意
見
は
、
教
育
行
政

に
反
映
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会
は
「
家

内
容
＝
①
定
例
教
育
委
員
会
　
　
　

（
午
後
６
時
か
ら
）

傍
聴
希
望
の
人
は
、
開
会
10
分

前
か
ら
先
着
順
（
10
人
程
度
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

②
市
民
と
教
育
委
員
会
の
懇
談
会

（
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

テ
ー
マ
＝
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

体
験
活
動
を
ど
う
進
め
る
か

中
学
校
区
単
位
で
講
演
会
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
心
の
教
育
の
大
切
さ

を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力

の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

開
催
時
期
＝
各
中
学
校
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す

内
容
＝
「
心
の
教
育
」
に
関
す
る

講
演
会
ま
た
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等

会
場
＝
各
中
学
校
（
16
校
で
開
催
）

対
象
＝
各
中
学
校
区
の
幼
児
〜
中

学
生
の
保
護
者
、
地
域
の
み
な

さ
ん

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
教
育
力

の
向
上
を
め
ざ
し
、
健
全
な
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
考
え
ま
す
。

内
容
＝
専
門
家
の
講
演
、
地
域
代

表
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
＝
一
般

市
民
の
意
識
や
家
庭
教
育
の
実

態
を
把
握
し
、
市
民
全
体
で
心
の

教
育
を
考
え
る
た
め
の
参
考
に
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
幼
稚
園
・
保
育
園
（
所
）

の
４
歳
児
、
小
学
１
、
３
、
５

年
生
、
中
学
２
年
生
の
保
護
者

全
員

時
期
＝
５
月
中
に
各
園
（
所
）
・
　

学
校
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
用
　

紙
を
配
布
し
ま
す
。

「
心
の
教
育
」
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
年
度
末
ま

で
に
全
世
帯
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会
を
開
き
ま
す
　
第
１
回
は
５
月
22
日

地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
中
学
校
区
単
位
で
開
催

市
民
公
開
講
座
の
開
催
　
10
月
13
日

心
の
教
育
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
　
５
月
実
施

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
　
年
度
末
ま
で
に

� 美しいものや自然に感動する心などの柔らかな感性�
� 正義感や公正さを重んじる心�
� 生命を大切にし、人権を尊重する心などの倫理観�

連携推進�

心の教育市民連携推進事業のめざすもの�

心の教育の推進�

家庭・地域・学校－それぞれの教育力の向上�

「生きる力の核となる豊かな人間性」をもつ子どもの育成�

� 他人を思いやる心や社会貢献の精神�
� 自立心、自己抑制力、責任感�
� 他者との共生や異質なものへの寛容�

（中央教育審議会答申から）�
�

「心の教育市民連携推進事業」についてのお問い合わせは、学校教育課�39・2239へどうぞ。�

「家庭の役割、地域の役割、学校の役割－それぞれの連携」をテーマに家庭・地域・学校がそれぞれの�
役割を確かめ、果たしていくために取り組みます。市民のみなさんのご参加をお待ちします。�

�子育て支援�
�青少年活動�
�地域行事�
�ボランティア活動�

�しつけ�
�善悪の区別�
�思いやり�
�遊び�

�道徳教育�
�体験活動�
�幼時期教育�
�地域人材活用�

〈家　　庭〉� 〈地　　域〉� 〈学　　校〉�
0 25 50 75 100（％）�

日　　本�

韓　　国�

アメリカ�

イギリス�

ド イ ツ �

日　　本�

韓　　国�

アメリカ�

イギリス�

ド イ ツ �

何度もある�

－いじめを注意したこと－�

－家の中の掃除や整頓を手伝うこと－�

あまりない� まったくない�時々ある�

いつもする�
あまりしない�まったくしない�時々する�

る�

道徳感・正義感�

お　手　伝　い�

4 18 38 41

9 30 43 18

28 20 23 28

17 27 31 25

25 28 29 18

9 47 34 10

24 53 20 3

43 40 14 4

23 42 26 9

14 38 33 15

ふれあい教育委員会の予定�
�

5月�
6月�
7月�
8月�
9月�

西、青葉台、関原の各中学校区�
東、南、旭岡の各中学校区�
栖吉、宮内、岡南、太田の各中学校区�
東北、北、堤岡、山本の各中学校区�
江陽、大島の各中学校区�

６月以後の会場、日程は今後、市政だよりでご案内します。�
都合のつく会場にお出かけください。�

対　象　学　区�時期�

平成12年「子供の体験活動等に関する国際比較調査」から
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支
障
を
き
た
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
平
均
一
〇
・
一
五
％
水

道
料
金
を
引
き
上
げ
ま
す
。

県
内
二
十
市
の
水
道
料
金
を
比

較
す
る
と
、
長
岡
市
は
こ
れ
ま
で

高
い
ほ
う
か
ら
九
番
目
で
し
た
が
、

改
定
後
は
七
番
目
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は

平
均
で
11
・
6
％
増

水
道
料
金
と
同
様
に
、
七
月
一

日
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
平
均
一

一
・
六
％
引
き
上
げ
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
の
普
及
率
は
九

六
・
六
％
で
す
。
下
水
道
の
整
備

に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、
維

持
管
理
費
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
汚
水
処
理
に
か
か
る
経
費
は

使
用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
現
行
の
使
用
料
を
維
持
す
る
と

汚
水
処
理
事
業
を
運
営
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

日
か
ら
平
均
一
〇
・
一
五
％
引
き

上
げ
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

浄
水
場
の
統
合
や
職
員
数
の
削
減
、

民
間
委
託
な
ど
の
企
業

努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
給
水
区
域
を
拡

大
す
る
た
め
に
借
り
入

れ
た
起
債
の
元
利
償
還

金
の
支
払
い
や
老
朽
施

設
の
更
新
経
費
な
ど
の

増
加
に
よ
り
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

水
道
料
金
は
平
均

で
10
・
15
％
増

現
在
、
水
道
普
及
率

は
九
九
・
九
％
で
、
今

後
、
水
需
要
の
伸
び
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。
現

行
の
水
道
料
金
を
継
続

す
る
と
、
大
幅
な
資
金

不
足
と
な
り
経
営
に
も

長
岡
市
は
水
道
料
金
を
昭
和
五

十
六
年
七
月
以
来
、
二
十
年
間
据

え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
七
月
一

市政ニュース�NAGAOKA

健
全
な
経
営
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

母
国
ガ
ー
ナ
に
米
百
俵
の
精
神
で
小
学
校
を
建
設

7
月
1
日
か
ら
水
道
料
金
と

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

平
均
一
一
・
六
％
下
水
道
使
用
料

を
引
き
上
げ
ま
す
。

改
定
に
よ
り
、
県
内
十
七
市
の

な
か
で
長
岡
市
は
、
二
番
目
か
ら

四
番
目
に
安
い
水
準
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り

六
月
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
「
水

道
お
客
様
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
お

伝
え
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
5.ocn.ne.jp/̃nag

asui/

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は

水
道
局
業
務
課
1
35
・
１
６
１
９
、

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

は
下
水
道
管
理
課
1
39
・
２
２
３
５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
名
前
が
虎
三
郎
ス

ク
ー
ル
に
な
る
と
聞
い
た
の
で
す

が
、
本
当
で
す
か
。

建
設
中
の
学
校
は
国
立
で
、
私

が
勝
手
に
名
前
を
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
米
百
俵
の
精
神
が
生
か
さ
れ

た
学
校
と
い
う
こ
と
で
、
虎
三
郎

ス
ク
ー
ル
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
生
の
美
し
さ
は
、
自
分
が
ど

れ
く
ら
い
幸
せ
で
あ
る
か
で
な
く
、

そ
の
人
の
お
か
げ
で
ど
れ
く
ら
い

大
勢
の
人
が
幸
せ
な
の
か
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
将
来
何
に

な
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

将
来
何
を
し
た
い
か
、
ど
う
や
っ

て
社
会
の
役
に
立
つ
の
か
を
考
え

て
ほ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
　
　
　
　
　
　
◆

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
ア
ウ
ニ
さ

ん
に
、
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

米
百
俵
賞
の
受
賞
を
聞
き
ど

う
思
い
ま
し
た
か
。

み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
選
ば
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
大
変
う
れ
し

い
で
す
ね
。

学
校
を
建
設
中
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
今

は
ど
ん
な
状
況
で
す
か
。

九
〇
％
く
ら
い
出
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
ト
イ
レ
が
作
れ
な

く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

副
賞
の
百
万
円
は
学
校

の
施
設
の
購
入
に
使
う

つ
も
り
で
す
。
当
て
に

し
て
机
な
ど
を
注
文
し

て
い
ま
す
（
笑
）。

米
百
俵
賞
は
、
人
材
の
育
成
に

大
き
く
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
を

7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
が
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
五
回
目
の
受
賞
者

は
母
国
ガ
ー
ナ
で
小
学
校
建
設
を

目
指
す
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
ア

ウ
ニ
さ
ん
（
長
岡
造
形
大
学
講
師
）

四
月
一
日
に
、
山
通
地
区
の

み
な
さ
ん
が
自
主
的
に
活
動
す

る
拠
点
と
し
て
、
地
区
公
民
館

と
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
児
童

館
を
統
合
し
た
山
通
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
柿
町
（
柿
小

学
校
向
か
い
）
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
行
き
届
い

た
設
計
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
面
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
二
面
が
と
れ
る
大
ホ
ー

ル
が
あ
っ
た
り
、
異
世
代
間
の

交
流
の
機
会
が
容
易
に
持
て
る

よ
う
山
通
保
育
所
と
接
続
し
て

い
た
り
と
、
従
来
の
施
設
を
よ

り
充
実
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て

活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

� 3，732円�
（341円の増）�

2，845円�
（294円の増）�

合計 6，577円�
（635円の増）�

１カ月の排出量が�
25�の場合�

下水道使用料�

口径13�で１カ月�
の使用水量が25��
の場合�

水道料金�

3，391円�

2，551円�

合計 5，942円�

現　　行� 改 定 後 �米百俵デー市民の集い（入場無料）
日時＝６月15日f午後２時～４時30分
会場＝長岡リリックホール・コンサートホール
内容＝①第５回米百俵賞贈呈式

受賞者…オーガスティン・アウニさん
選評…草柳大蔵さん（評論家）
②講演会
演題…古代エジプト文明の魅力
講師…吉村作治さん（早稲田大学教授・エジプト考
古学者）

申し込み＝はがきに「市民の集い」参加希望・住所・氏名を記
入し、５月７日b～25日fに〒940－8501長岡市役所
庶務課139・2203へ（電話でも申し込み可）

▲吉村作治さん

▲山通コミュニティ
センター

自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て

山
通
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成

夫婦と子ども２人の家庭の１カ月当たりの目安です

　水道料金および下水道使用料の改定について説明します。その後、市長と地区のさまざ
まな課題について自由に話し合っていただきます。会場へ直接おいでください。�

地区別対話集会を開催します�

川西南部（大島、希望が丘、深才、日越）�

川西北部（下川西、上川西、福戸、王寺川） 

川東中央部（四郎丸、豊田、坂之上、表町、�
中島、千手、神田、新町、川崎、川崎東）　�

川西全域�

川東東部（栖吉、山通）�

川東南部（宮内、十日町、六日市、太田）�

川西西部（関原、宮本、大積）�

川東全域 �

川東北部（富曽亀、新組、黒条、山本） 

　時間はおおむね1時間程度です。駐車場は数に限りがありますので、できるだけ乗りあわせて
お越しください。�
問い合わせ＝市民の声情報室�39・2246

日　時� 時　間� 対　象　地　区� 会　　　場�

19:00～�

2日��

4日��

5日��

8日��

9日��

11日��

5月30日��
31日��

6 ��日�1月�

14:00～�

�

19:00～�

�

14:00～�

19:00～�

大島公民館（緑町3）�

福戸農村環境改善センター（福戸町）�

厚生会館中ホール（大手通1）�

大島公民館（緑町3）�

栖吉公民館（悠久町）�

宮内公民館（曲新町）�

宮本公民館（宮本町１）�

厚生会館中ホール（大手通１）�

高齢者センターふそき（新保町）�

�オーガスティン・
アウニさん
昭和30年（1955）
にガーナに生まれる。
昭和63年に来日し、
平成２年に国際大学
（南魚沼郡大和町）
を卒業。現在は長岡
造形大学の英語講師
を務める。
平成６年、ガーナに一時帰国した際、屋根の
ない教室で机やいすがないために寝そべって授
業を受けている子どもたちを見て、郷里のプア
ルグ村の教育支援を決意。帰国後、長岡市内の
小中学校、高校の生徒に訴え、文房具を送る運
動を始める。平成12年には小学校建設基金を創
設し、同年５月から小学校の建設が始まった。
この５月に校舎が完成の予定。新学期（９月）
からは、新しい校舎で授業がスタートする。

第
5
回
米
百
俵
賞

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
ア
ウ
ニ
さ
ん
へ
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デ
ザ
イ
ン
都
市
と
い
っ
た
と
き
、
例
え
ば
目
に
見

え
る
形
の
美
し
い
こ
と
、
ま
ち
が
使
い
や
す
い
こ
と
、

人
が
訪
ね
て
く
る
ま
ち
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
都
市
な
が
お
か
の
イ
メ
ー
ジ
を

そ
れ
以
前
に
私
た
ち
の
基
本
は
生
き
て
い
く
こ
と
、

生
活
で
す
。
将
来
ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
、
ど
ん
な
暮

ら
し
を
送
り
た
い
の
か
。
指
針
に
は
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
持
て
な
い
の
が
、

実
情
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
す
る
う
え
で
の
基
本
は
、
他
人
を
思
い

や
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
訪
ね
る
人
は
、
ま
ち
を
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か

と
想
像
す
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
に
将
来
ど
ん
な
生

活
を
さ
せ
た
い
の
か
、
働
く
場
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
と
想
像
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
役
所
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、
市
民
に
提
案
を
し
て
い
く
べ
き

で
す
。
ま
た
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
「
こ

う
し
て
ほ
し
い
。
あ
あ
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
欲

を
い
え
る
し
く
み
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
や
り
取

な
が
お
か
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
は

概
要
版
に
し
て
、
後
ほ
ど
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
ザ
イ
ン

振
興
指
針
は
、
冊
子
に
ま
と
め
各
図
書
館
、

市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
に
備
え

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長岡に生活して7年目。橋の上から見る信濃川がお気に入り。「デザ
インとは、頭の中にあるものを第三者に伝えること。図面が一例で
す。コミュニケーションの道具として、どう作るか。市役所は、デ
ザインのシンクタンクであるべきだと思います。市民に対し、こん
な暮らしはどうですかという提案をしていくべきです」

子
ど
も
た
ち
を
外
国
へ
派
遣
す
る
と
い
う
の
は
、

財
政
的
に
も
大
変
で
す
。
外
国
か
ら
来
ら
れ
る
人
は
、

文
化
や
知
識
・
生
活
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

持
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
い
い
意
味
で
こ
れ
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
お
互
い
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

中
高
校
生
に
日
常
的
な
交
流
の
場
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
る
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
市

の
中
心
部
に
あ
る
の
で
、
中
高
校
生
が
日
常
的
に
使

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
講
演
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
少
人
数
あ
る
い
は
個
別
に
対
応
が
可
能
長岡生まれ。30年間にわたり世界各地に人間関係を築いてきた。「自然
塾は、子どもたちをその中に放り込むことが出発点」「異文化、違うこ
と、知らないことと出会ったとき、どうするかを教えてはいけません。
自ら考え、答えを出す。失敗を恐れず、あきらめずにそれらに立ち向
かえることこそ、生きる力であり、次の世代に伝えたいこと」

こ
れ
ま
で
の
行
政
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
女
性

の
抱
え
る
課
題
を
個
人
の
意
識
の
問
題
と
し
て
考
え
、

い
わ
ゆ
る
意
識
啓
発
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

人
権
を
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
た
計
画

こ
の
計
画
で
は
、
男
女
平
等
と
い
う
女
性
の
人
権

が
き
ち
ん
と
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

計
画
に
は
、
例
え
ば
、
暴
力
防
止
に
関
す
る
情
報

提
供
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
の
ほ
か
に
、
被
害
女

り
か
ら
、
お
金
の
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
市
民
に

「
こ
う
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
実

現
に
結
び
つ
け
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
過
程
で
あ
り
、

市
役
所
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
指
針
に
従
っ
て
、

淡
々
と
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
セ
ミ
ナ
ー
的
な
も
の
が
、
い
つ
で
も
開
か
れ
て
い

る
よ
う
な
状
態
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、

○
○
人
が
こ
ん
な
話
を
し
ま
す
と
い
っ
た
チ
ラ
シ
が

貼
っ
て
あ
り
、
そ
れ
を
見
た
人
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
も
の
。
日
常
的
な
交
流
が
な
け
れ
ば
、
次

の
世
代
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
ま
た
、
外
国
人
の
保
護
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
場
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
で
何
を
聞
い
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

外
国
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、
情
報
の
交
通
整
理
を

す
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

外
国
人
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
の
情
報
や
留
学
生

の
情
報
を
整
理
す
る
と
、
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
常
駐
の
人
が
い
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
情
報
が
途
切
れ
ず
に
伝
わ
り
ま
す
。

性
を
救
済
す
る
と
い
う
具
体
的
な
支
援
策
が
含
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
で
、
こ
の
計
画
を
評

価
で
き
る
点
で
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
も
、
母
親
へ
の
支
援
と
い
う
よ

り
、
男
女
が
と
も
に
家
庭
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
視
点
も
大
切
で
す
。
支
援

策
に
は
、
例
え
ば
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
、
大
き
な

政
策
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
市
と
し
て

や
れ
る
こ
と
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
市
役
所
の
各
部
署
は
女
性
政
策
を
女
性
政

策
班
だ
け
の
仕
事
と
考
え
ず
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社

会
的
、
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差
）
の
視
点
」
を

持
ち
、
有
効
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
、
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
変
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

21
世
紀
最
重
要
課
題
で
あ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
―
―
―
―
―

市
民
の
１
０
０
人
に
一
人
は
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
時
代
に
即
し
た
新
し
い
国
際

交
流
・
国
際
化
の
推
進
―
―
―
―
―

地
域
産
業
の
活
性
化
と
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
、
デ
ザ
イ
ン
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
―
―
―
―
―

長
岡
市
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
定
め
ま
し
た
。

長岡生まれ。いわゆる転勤族の妻。「自分の人生が組み立てられず、何
かをはじめてもぷつんぷつんと途切れてしまう生活に『自分で選んだこ
と』とあきらめていました。6年前、長岡に戻って女性学の講座を受講
し、これは個人の問題ではなく、社会の問題だという発見がありました。
いままで実感してきたことを計画に反映できたら」と委員に応募

木内 美知子さん
（主婦･52歳）

計
画
や
指
針
づ
く
り
に

参
加
し
た
委
員
に
聞
き
ま
し
た

市
政
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト�

な
が
お
か
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画

長
岡
市
国
際
化
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
岡
市
デ
ザ
イ
ン
振
興
指
針

羽賀 友信さん
（自然塾主宰･51歳）

森田　 守さん
（長岡造形大学教授・
同デザイン研究センター所長･49歳）

ながおか男女共同参画基本計画の概要
基本理念 男女平等と共同参画をめざしたまちづくり

基本目標
１　男女平等の実現に向けた社会環境の整備を進める
２　あらゆる分野における女性と男性の共同参画を進める
３　男女共同参画を推進する体制づくりを進める

計画期間 平成13年度から22年度までの10年間

アクションプラン
今後、5年間に緊急かつ重点的に取り組む事業

１　女性の人権を擁護するためのプラン
女性への暴力防止、セクシャル・ハラスメント防

止に関する情報提供、女性の悩み総合相談窓口の検
討など
２　男女が家庭と仕事を両立するためのプラン

多機能保育所・児童館の整備、子育てサポート事
業の推進、家族介護教室の開催など
３　女性の能力発揮と男性の地域社会活動への参画を

促進するためのプラン
市民活動の拠点となる市民活動センター（仮称）

の開設、女性登用の推進など
４　計画を推進するためのプラン

女性センター（仮称）の開設、プラン推進団体と
の連携・活動支援など

国際化推進アクションプログラムの概要
平成13年度から15年度までに取り組む事業をまとめ

たもの。

基本的な考え方
１　市民主体の国際交流を推進します
２　在住外国人との共生と市民との交流を進めます

アクションプログラムの内容
１　国際交流センター（仮称）の開設
２　青少年海外派遣事業の充実
３　姉妹都市・友好都市との交流
４　在住外国人・留学生と共生できる環境の整備
５　多様な交流活動の推進
６　ボランティアの活用とネットワークづくり

長岡市デザイン振興指針の概要
平成13年度から17年度までに長岡市が取り組むデザ

イン関連事業の方針をまとめたもの。

デザイン都市の目標
デザインを通して「長岡らしさ」を能動的に実現す

るための諸環境を整備する。

デザイン振興の基本的視点
１　デザインに関心を持つ人づくり
２　市民の快適な生活と景観に配慮した地域環境づくり
３　産業の企画・開発力の高度化
４　地域産業の新たなシーズ（種）開発
５　デザインを通じた情報交流ネットワークづくり
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会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓
町
１
）

出
演
＝
越
後
瞽
女
唄
葛
の
葉
会
　
演

目
＝
巡
礼
お
つ
る
旅
立
ち
の
段
ほ
か

料
金
＝
１
、０
０
０
円
（
当
日
２
０
０

円
増
）

■
生
活
展
「
人
生
の
春
夏
秋
冬
」

人
生
を
四
季
に
例
え
て
望
ま
し
い

生
活
を
提
案
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
18
日
f
〜
20
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
午
後
４

時
）

会
場
＝
美
術
セ
ン
タ
ー
　
入

場
料
＝
一
般
５
０
０
円
（
当
日
１
０

０
円
増
）、

中
・
高
校
生
３
０
０
円
、

小
学
生
以
下
無
料
　
□問
長
岡
友
の
会

・
上
條
さ
ん
1
39
・
０
１
９
０

■
講
演
会
「
と
も
に
創
る
新
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

日
時
＝
５
月
19
日
g
午
後
２
時
15
分

〜
３
時
45
分
　
内
容
＝
女
性
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
し
た
男
女
共
同
参
画
社

会
つ
く
り
　
講
師
＝
松
戸
市
女
性
セ

ン
タ
ー
所
長
・
山
口
文
代
さ
ん
　
会

場
＝
け
さ
じ
ろ
荘
　
参
加
料
＝
２
０

０
円
　
□申
Ｆ
＆
Ｍ
な
が
お
か
市
民
会

議
・
江
口
さ
ん
1
28
・
０
５
７
３

■
室
内
楽
の
夕
べ

日
時
＝
５
月
19
日
g
午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
見
附
市
文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
　
入
場
料
＝
２
、５
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
増
）

曲
目
＝
シ

ョ
パ
ン
「
華
麗
な
る
大
円
舞
曲
」
ほ

か
　
□問
長
岡
交
響
楽
団
・
高
頭
さ
ん

1
27
・
１
４
８
９

■
ザ
・
ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

演
奏
会

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
入
場
料

＝
７
０
０
円
（
当
日
１
０
０
円
増
）

曲
目
＝
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
組
曲
「
展

覧
会
の
絵
」
全
曲
ほ
か
　
□問
福
冨
さ

ん
1
35
・
６
７
２
９

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

初
心
者
教
室
「
あ
な
た
も
世

界
へ
情
報
発
信
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し

な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
６
日
〜
27
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９

時
　
会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
1
32
・
４
４
２
９

●
消
費
者
月
間
講
演
会（
無
料
）

テ
ー
マ
＝
「
デ
フ
レ
経
済
と
私

た
ち
の
く
ら
し
」

日
時
＝
５

月
21
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
２
小

ホ
ー
ル
　
定
員
＝
70
人
　
講
師

＝
新
潟
大
学
経
済
学
部
教
授
・

木
下
勝
一
さ
ん
　
申
し
込
み
＝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０

０
２
２

●
中
央
図
書
館
映
画
会

入
場
は
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
５
月
22
日
c
午
後
２
時

〜
３
時
40
分
　
内
容
＝
モ
ロ
ッ

コ
（M

O
R
O
C
C
O

）

会
場
＝

中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１

９
０
人
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央

図
書
館
1
32
・
０
６
５
８

●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

毎
月
１
回
、
テ
ー
マ
の
本
を

決
め
て
感
想
を
語
り
合
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
25
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
斉
藤

直
子
著
「
仮
想
の
騎
士
」

会

場
＝
互
尊
文
庫
　
問
い
合
わ
せ

＝
中
央
図
書
館
1
32
・
０
６
５
８

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
幼
児
期
コ
ー
ス
）

日
時
＝
５
月
16
日
〜
７
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
（
１

回
は
館
外
学
習
）

内
容
＝
子

育
て
を
楽
し
も
う
、
子
ど
も
の

世
界
を
広
げ
よ
う
、
絵
本
で
育

つ
も
の
ほ
か
　
対
象
＝
幼
児
〜

小
学
校
低
学
年
の
保
護
者
　
定

員
＝
50
人
　
参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
（
初
回
に
）

幼
児
保
育
あ
り
ま
す
（
要
予

約
、
お
お
む
ね
１
歳
以
上
、
お

や
つ
代
ほ
か
５
０
０
円
、
定
員

30
人
）。

申
し
込
み
＝
５
月
７
日
b
か
ら

中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
さ
わ
や
か
大
学

社
会
問
題
、
市
民
生
活
、
一

般
教
養
な
ど
に
か
か
わ
る
諸
テ

ー
マ
で
幅
広
く
学
び
合
い
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
あ
り
方

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
５
月
21
日
〜
11
月
５
日

の
月
曜
日
（
計
20
回
）
の
午
前

10
時
〜
正
午
（
原
則
と
し
て
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
（
３
回
は

館
外
学
習
）

内
容
＝
食
事
と

健
康
、
地
域
・
家
庭
の
教
育
力

を
高
め
る
、
こ
こ
ろ
満
ち
て
生

き
る
、
来
た
る
べ
き
社
会
、
近

代
美
術
で
学
ぶ
な
ど
　
定
員
＝

90
人
　
参
加
費
＝
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
５
月
10
日
e
か
ら

中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
趣
味
創
作
教
室

焼
物
教
室
（
陶
芸
）

開
催
期
日
と
コ
ー
ス
＝
６
月
〜

11
月
（
８
月
は
休
み
）
の
①
第

１
・
３
水
曜
日
②
第
２
・
４
水

曜
日
③
第
２
・
４
金
曜
日
（
全

10
回
）

時
間
＝
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
　
参
加
料
＝
４
、０
０

０
円
　
定
員
＝
各
20
人
　
申
し

込
み
＝
５
月
９
日
d
〜
13
日
a

に
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
1
36
・
７

２
０
０
へ

●
着
物
着
付
け
教
室

自
分
で
着
付
け
を
し
て
８
月

１
日
d
の
長
岡
ま
つ
り
前
夜
祭

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
日
時
＝
５
月
25
日
〜
７
月

27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
定
員
＝
25

人
　
受
講
料
＝
１
、０
０
０
円

講
師
＝
篠
田
由
紀
子
さ
ん
　
申

し
込
み
＝
５
月
23
日
d
ま
で
に

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1
32
・
４

４
２
９
へ

●
楽
し
い
教
養
講
座

（
受
講
生
追
加
募
集
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
期
間
＝
６
月
〜
９
月
　
時

間
＝
午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理

は
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

申
し
込
み
＝
５
月
21
日
b
ま
で

に
４
カ
月
分
の
教
材
費
と
利
用

者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
お
持

ち
の
上
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
４
４
２
９
へ

■
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

一
緒
に
子
育
て
の
こ
と
を
話
し
ま

せ
ん
か
？

期
日
＝
５
月
〜
来
年
３
月
ま
で
計
８

回
（
初
回
は
５
月
８
日
c
）

時
間

＝
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
40
分
　
内

容
＝
子
ど
も
の
発
達
と
し
つ
け
、
ど

う
し
た
ら
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
子
ど

も
の
成
長
を
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
ほ
か
　
講
師
＝
体
育
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員
・
大
桃
水

江
さ
ん
ほ
か
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０

円
（
初
回
に
）

□申
木
村
さ
ん
1
・

FAX
34
・
５
１
６
１

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
＝
５
月
10
日
e
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー（
三

和
２
）
定
員
＝
20
人
　
□申
５
月
１
日

c
〜
９
日
d
に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
・

長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協

議
会
1
33
・
２
０
２
２
へ

■
長
岡
・
市
民
憲
法
講
座

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
憲
法
か
ら

み
た
教
育
問
題
　
会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂
　
資
料
代
＝
１
、０
０
０
円
　

□申
高
橋
坦
さ
ん
1
27
・
５
４
９
３

■
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
1
35
・

９
５
３
８
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
瞽
女
妙
音
講

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
唯
敬
寺
（
草
生
津
３
）

出
演
＝
越
後
瞽
女
唄
葛
の
葉
会
　
演

目
＝
瞽
女
松
坂
、
た
に
し
の
つ
ぶ
べ

え
ほ
か
　
料
金
＝
１
、０
０
０
円
　

②
越
後
瞽
女
唄
公
演

日
時
＝
５
月
26
日
g
午
後
２
時
か
ら

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ
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●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ�
　さい。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

催  
し�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

ながおか市民大学～前期受講生募集�
　長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡工業高等専門学校等の先生方が講師を務め、専門的な知識やさまざまな�
情報をわかりやすく解説します。前期講座は次のとおりです。�

講座名� 講 座 概 要 � 回数� 期　　日� 時間�会場� 講　　師� 定員�受講料�申込方法�期　　限�

まちづくり�
講　座�

地方分権の時代、これからの地方は国の政
策に依存するのではない独自の道を歩むこ
とになります。望ましい「まちづくり」につい
て具体的なケースを取り上げ考察します。�

河井継之助の台頭と戊辰戦争の敗戦。
それらの史実をとおして近代長岡の歴
史を考えます。�

家計簿と会社の会計の違いなどを考え
ながら、簿記の基礎を学習します。日商
簿記3級の取得にも役立ちます。�

簡単にマスターできる“使える中国語”
のほか、中国の文化、中国人の物の考
え方などをおもしろく紹介します。�

インターネットに対する疑問を分かり
やすく解説。ホームページ検索などで、
インターネットの上手な利用法を考え
ます。�

パソコンを使って写真や絵などの画像
ファイルの取り扱いを中心に実習します。�

インターネットの解説後、ホームペー
ジを作成をします。希望者は、ページ
を公開することができます。�

4

4

12

12

7

7

5

6/4、11、18、�
25の各月曜日�

19:00�
～�
20:30

19:00�
～�
20:30

19:00�
～�
20:30

19:00�
～�
21:00

19:00�
～�
20:30

長岡大学�

長岡大学�

長岡大学�

長岡大学・長岡短�
期大学�
岡野宏昭教授�

40人�

40人�

40人�

30人�

30人�

30人�

30人�

2,000円�

2,000円�

5,000円�

5,000円�

電話で�

電話で�

電話で�

電話で�

長岡の歴史�
（幕末明治維新）�

6/27、7/4、11、�
18の各水曜日�
�

中　央�
公民館�
�

中　央�
公民館�
�

会計の基礎�
知識�

～簿記入門�

6/26、7/3、10、17、�
24、9/18、25、�
10/2、9、16、23、�
30の各火曜日�

長岡大学・長岡短�
期大学�
小田康治専任講師�

初心者�
中国語�
講　座�

6/1�、5�、8�、12�、�
15�、19�、22�、�
26�、29�、7/3�、�
6（金）、10��

長岡大学�
李宗惠教授�

5,000円�
ほかに�
テキスト代�

5,000円�
ほかに�
テキスト代�

5,000円�
ほかに�
テキスト代�
ワークブ�
ック代�

インター�
ネット�
を知る�

6/26�、28�、�
7/3�、5�、10�、�
12�、17��

長岡大学�
高橋治道教授�

往復は�
がきで�
6/12��
必着�

往復は�
がきで�
8/6��
必着�

往復は�
がきで�
8/14��
必着�

入門！�
ディジタル�
画像加工術�

8/20�、21�、�
22�、23�、�
24��

18:30�
～�
20:30

18:30�
～�
20:30

長岡工業�
高等専門�
学校�
�

長岡工業�
高等専門�
学校�
�

長岡工業高等専門学校�
山崎誠教授�
土田恵一助教授ほか�

インター�
ネットで�
情報発信�

8/28�、30�、�
9/4�、6�、�
11�、13�、�
18��

長岡工業高等専門学校�
山崎誠教授�
佐藤秀一助教授ほか�

申し込み＝電話で申し込む講座は生涯学習・体育課（中央公民館）�３２・０４３７へ�
　　　　　往復はがきで申し込む講座については、往信の裏に�希望する講座名�住所、氏名�電話番号、返信の表に郵便番号、
　　　　　住所、氏名を記入して〒９４０－００７２柳原町２の１生涯学習・体育課（中央公民館）内ながおか市民大学事務局へ�
●各講座とも、申し込み多数の場合は抽選になる場合があります。�
●詳しい「開設講座ご案内」は次のところに５月中旬以降置いてあります。�
　市役所１階市民情報ラウンジ、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、各コミュニティセンター、中央図書館、互尊文庫、
　各地域図書館、リリックホール、厚生会館、市民体育館ほか�

稲川明雄中央図�
書館館長�
古田島吉輝文書資�
料室嘱託員�

日時＝５月31日e午後６時30分～８時（午後６時開場）
会場＝ホテルニューオータニ長岡NCホール
講師＝作家・林真理子さん　演題＝小説を書く時間
申し込み＝５月18日f必着で、往復はがきの往信の裏に「ながおか
市民大学公開文化講演会希望」、郵便番号、住所、氏名を、返信の表
に郵便番号、住所、氏名を記入して〒940－0072柳原町２の１中央公
民館1３２・０４３７へ（はがき１枚につき１人、多数の場合は抽選）

ながおか市民大学公開文化講演会（無料）

▲林真理子さん

ご
　
ぜ

15 14
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

５
月
26
日
g
午
後
６
時
か
ら
　
講
師

＝
I
O
C
理
事
・
猪
谷
千
春
さ
ん

会
場
＝
中
央
公
民
館
・
割
烹
日
栄

前
売
券
＝
５
、０
０
０
円
　
定
員
＝
50

人﹇お
茶
席
（
無
料
）﹈

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
割
烹
日
栄

◇
　
　
　
　
　
　
◇

□問
今
千
春
さ
ん
1
46
・
６
８
３
８

■
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
講
座

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
と
ア
ド

ラ
ー
心
理
学
実
践
事
例
検
討
会

期
日
＝
５
月
26
日
g

内
容
と
時
間

＝
①
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
…
午

後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分
、
②
ア
ド

ラ
ー
心
理
学
実
践
事
例
検
討
会
…
午

後
３
時
30
分
〜
５
時
　
会
場
＝
ア
ト

リ
ウ
ム
長
岡
　
定
員
＝
50
人
　
参
加

料
＝
①
２
、０
０
０
円
②
１
、５
０
０
円

（
①
と
②
両
方
参
加
の
場
合
は
３
、０

０
０
円
）

□問
吉
成
さ
ん
1
35
・
１

１
８
６

■
講
演
会
「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

日
時
＝
①
５
月
26
日
g
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
②
27
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
　
参
加
＝
無
料
（
託
児
あ
り
）

□問
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
研
究

員
・
坂
井
さ
ん
1
63
・
４
３
５
６

■
サ
ッ
カ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
長
岡

ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象
＝
12
歳
以
上
の
男
女
　
ク
ラ
ス

＝
①
現
役
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
人
②

昔
プ
レ
ー
し
て
い
た
人
③
初
め
て
の

人
と
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
し
た
い
人
　

□問
長
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
金
沢
さ

ん
1
36
・
５
４
７
０
ま
た
は

http://w
w
w
.fsinet.or.jp/̃leones

（
Ｈ
Ｐ
レ
オ
ネ
ス
通
信
の
掲
示
板
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

お
知
ら
せ

５
月
28
日
b
〜
６
月
２
日
g

ま
で
夏
番
組
に
入
れ
替
え
の
た

め
お
休
み
し
ま
す
。

６
月
３
日
a
か
ら
「
天
空
の

泉
―
宮
沢
賢
治
と
星
め
ぐ
り
の

旅
」
を
投
映
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５

●
猪
瀬
直
樹
文
化
講
演
会

「
作
家
と
い
う
職
業
―
川
端

康
成
、
大
宅
壮
一
、
太
宰
治
、

井
伏
鱒
二
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
」

〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
間
講
座
に
即
し
て
〉

今
、
テ
レ
ビ
、
著
作
な
ど
で

幅
広
く
活
躍
中
の
猪
瀬
直
樹
さ

ん
が
、
作
家
た
ち
の
人
間
像
に

迫
り
ま
す
。

期
日
＝
６
月
23
日
g

開
演
＝

午
後
６
時
30
分
　
会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
申

し
込
み
＝
入
場
は
無
料
で
す
が

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
入
場

整
理
券
の
必
要
枚
数
を
、
は
が

き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９

４
０
―
８
５
０
１
幸
町
２
の
１

の
１
市
役
所
国
際
文
化
課
1
39

・
２
２
５
１
、
FAX
39
・
２
２
８
０
へ

★
公
園
無
料
公
開
★

春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
に

ち
な
み
入
園
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
（
駐
車
料
金
は
有
料
）。

期
日
＝
５
月
５
日
-
（
15
歳
未

満
の
み
）、
５
月
13
日
a

★
ビ
ッ
グ
ス
ト
リ
ー
ト

オ
ル
ガ
ン
演
奏
★

★
ふ
れ
あ
い
動
物
園
★

期
日
＝
５
月
３
日
-
〜
６
日
a

★
カ
ブ
ト
ム
シ

幼
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト
★

12
歳
以
下
の
先
着
２
０
０
１
名

の
人
に
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
午
前
９

時
30
分
よ
り
暖
の
館
前
に
て
整

理
券
を
配
布
）。

期
日
＝
５
月
５
日
-

★
プ
ラ
ン
タ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

作
体
験
★

日
時
＝
５
月
３
日
-
〜
５
日
a
、

13
日
a
午
後
１
時
〜
３
時
　
定

員
＝
30
人

★
ハ
ー
ブ
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
製
作
体
験
★

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
前
11
時

か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

定
員

＝
各
回
と
も
30
人
（
先
着
順
で
）

★
し
ゅ
ん
こ
う
の
ち
ぎ
り
絵

展
示
・
製
作
体
験
★

日
時
＝
５
月
８
日
c
〜
５
月
13

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
製
作
体
験
は
12
日
g
、
13
日

a
の
み
、
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
）

★
花
車
★

期
日
＝
５
月
12
日
g
、
13
日
a

★
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
★

日
時
＝
５
月
12
日
g
、
13
日
a

の
午
前
９
時
30
分
か
ら

★
野
鳥
観
察
会
★

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
定
員
＝
30

人
　
申
し
込
み
＝
５
月
１
日
c

〜
10
日
e
に
越
後
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１
へ

★
銀
粘
土
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作

体
験
★

日
時
＝
５
月
12
日
g
、
13
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
当
日

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
）

★
熱
気
球
試
乗
体
験
★

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

（
天
候
に
よ
り
時
間
等
変
更
あ

り
）

料
金
＝
大
人
３
０
０
円
、

小
人
１
０
０
円

★
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
★

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
50
人

申
し
込
み
＝
越
後
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

★
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
・

コ
ー
ナ
ー（
２
０
０
円
）★

期
日
＝
５
月
13
日
a
、
27
日
a

（
以
降
、
ハ
ー
ブ
の
生
育
期
間

中
の
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
に

開
催
）

★
〜
小
さ
な
香
り
の
花
束
〜

タ
ッ
ジ
ー
・
マ
ッ
ジ
ー

製
作
体
験
（
２
０
０
円
）
★

期
日
＝
５
月
20
日
a
（
以
降
ハ

ー
ブ
の
生
育
期
間
中
の
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催
）

★
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展
★
　

期
日
＝
５
月
16
日
d
〜
20
日
a

野
鳥
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
た

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
を
展
示

★
さ
わ
や
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ
ｉ
ｎ
越
後
丘
陵
公
園
★

期
日
＝
６
月
９
日
g
午
前
10
時

〜
10
日
a
正
午
（
一
泊
二
日
）

場
所
＝
国
営
越
後
丘
陵
公
園
・

緑
の
千
畳
敷
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ

ャ
ン
プ
特
設
会
場
　
定
員
＝
１

０
０
人
（
25
組
程
度
）

参
加

費
＝
大
人
（
高
校
生
以
上
）
２
、

５
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学

生
）
１
、５
０
０
円
（
入
園
料
・

傷
害
保
険
料
を
含
む
、
た
だ
し

駐
車
料
は
有
料
）

申
し
込
み

＝
５
月
10
日
e
〜
31
日
e
の
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー

1
47
・
８
０

０
１

■
「
長
岡
甚
句
大
会
」（
予
選
）

長
岡
甚
句
の
唄
を
年
齢
部
門
別
に

競
い
合
い
ま
す
。
出
場
者
も
募
集
し

ま
す
。

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
前
11
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー
　
参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
　
□申
５

月
５
日
-
ま
で
に
、
長
岡
市
民
謡
連

盟
・
本
田
さ
ん
1
０
９
０
・
１
１
２

６
・
３
１
０
６
へ
（
決
勝
は
９
月
９

日
a
正
午
か
ら
市
立
劇
場
で
）

■
ラ
ト
ビ
ア
民
族
舞
踊
団

「
ウ
ー
シ
ン
ス
」
公
演

日
時
＝
５
月
22
日
c
①
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
②
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー
　
入
場
料
＝
１
、０
０
０
円
（
当
日

２
０
０
円
増
）

□申
岡
さ
ん
1
・
FAX

28
・
０
２
４
１

■
新
舞
踊
体
験
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
24
日
e
①
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
②
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第
一
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
鈴
の
会
・
伊
藤
鈴
子
さ
ん
　

□申
関
さ
ん
1
34
・
５
３
３
８

■
越
後
押
花
倶
楽
部

中
越
支
部
作
品
展

日
時
＝
５
月
24
日
e
〜
31
日
e
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
丸
大
長
岡
店
７
階
　
□問
田
村

さ
ん
1
35
・
０
６
４
４

■
「
酒
器
一
千
展
」

日
時
＝
５
月
25
日
f
〜
27
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

会
場
＝
割
烹
日
栄

﹇
記
念
講
演
（
食
事
付
き
）﹈

演
題
＝
お
酒
よ
も
や
ま
話
　
日
時
＝

科
学
博
物
館
催
し
ガ
イ
ド

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
科
学
博
物
館
1
32
・
０
５

４
６
へ
ど
う
ぞ

●
春
の
自
然
を
楽
し
む
会

山
菜
と
新
緑
の
植
物
、
昆
虫
、

野
鳥
を
観
察
し
、
春
の
山
あ
い

の
自
然
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝
竹
之
高
地
町
周
辺（
集

合
場
所
は
太
田
小
学
校
竹
之
高

地
町
冬
季
分
校
）

対
象
＝
小

学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
１
０

０
円
　
持
ち
物
＝
採
集
・
観
察

道
具
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、
水

筒
　
申
し
込
み
＝
５
月
10
日
e

ま
で

●
野
鳥
集
会
と
探
鳥
会

〔
野
鳥
集
会
〕

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
太
田
小
学
校

竹
之
高
地
冬
季
分
校
（
自
己
負

担
で
宿
泊
で
き
ま
す
）

内
容

＝
野
鳥
の
会
会
員
に
よ
る
野
鳥

の
ス
ラ
イ
ド
や
野
鳥
の
話
し

〔
探
鳥
会
〕

春
の
自
然
を
楽
し
む
会
と
合

流
し
て
、
竹
之
高
地
町
周
辺
で
、

探
鳥
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

申
し
込
み
＝
５
月
９
日
d
ま
で

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
宮
本
町
周
辺
　
集
合
＝
雪

国
植
物
園
東
口
駐
車
場
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
５
月

17
日
e
ま
で

●
信
濃
川
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
６
時

〜
８
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
左
岸
（
長
生
橋
〜

長
岡
大
橋
）

集
合
＝
長
生
橋

西
詰
（
河
川
公
園
入
口
）

対

象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
５
月

24
日
e
ま
で

●
地
層
と
化
石
の
観
察
会

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
の
場

合
は
６
月
３
日
a
に
延
期
し
ま

す
）

観
察
地
＝
浦
瀬
町
周
辺

集
合
＝
浦
瀬
バ
ス
停
　
対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
長

靴
、
昼
食
、
水
筒
、
帽
子
、
雨

具
　
申
し
込
み
＝
５
月
24
日
e

ま
で

●
化
石
の
学
習
会

日
時
＝
６
月
10
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
陶
芸
工
作
室
　
対
象
＝
５

月
27
日
の
地
層
と
化
石
の
観
察

会
に
参
加
し
た
人
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

定
員
＝
12

人
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
昼
食
　
申
し
込

み
＝
６
月
７
日
e
ま
で

●
縄
文
土
器
を
つ
く
る
会

〔
土
器
づ
く
り
〕

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
深
才
連
絡
所
（
上
富
岡

２
）

〔
土
器
焼
き
〕

日
時
＝
６
月
３
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は

６
月
10
日
日
）

会
場
＝
藤
橋

歴
史
の
広
場
（
駐
車
場
脇
）

◇
　
　
　
　
　
　
◇
　
　

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学

４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝
７
０

０
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、

使
い
古
し
た
タ
オ
ル
か
雑
巾
、

軍
手
　
申
し
込
み
＝
５
月
17
日

e
ま
で

●
親
子
植
物
観
察
会

春
〜
初
夏
の
植
物
を
観
察
し

ま
す
。
草
花
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を

と
お
し
て
、
植
物
と
親
し
み
ま

す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
６
月
３
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
成
願
寺
町
　
集
合
＝

成
願
寺
バ
ス
停
　
対
象
＝
小
学

生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

水
筒
　
申
し
込
み
＝
５
月
31
日

e
ま
で

●
長
岡
の
歴
史
を
探
る
会

宮
本
町
周
辺
で
無
数
に
点
在

す
る
塚
や
石
造
物
な
ど
を
題
材

と
し
て
、
中
世
の
長
岡
で
は
ぐ

く
ま
れ
た
信
仰
の
世
界
を
探
り

ま
す
。

実
施
日
＝
５
月
26
日
g
、
７
月

８
日
a
、
８
月
26
日
a
、
10
月

28
日
a
（
計
４
回
、
２
回
目
は

現
地
学
習
、
４
回
目
は
講
演
会
、

初
回
は
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

で
会
場
は
中
央
公
民
館
４
０
１

教
室
）

定
員
＝
40
人
（
４
回

と
も
参
加
で
き
る
人
）

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝

５
月
24
日
e
ま
で

●
藤
橋
歴
史
の
広
場

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

藤
橋
歴
史
の
広
場
（
ふ
じ
は

し
歴
史
館
、
遺
構
展
示
館
、
縄

文
の
家
）
は
４
月
１
日
か
ら
開

館
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
期
間
中
（
４
月
29
日

〜
５
月
６
日
）
は
休
館
日
（
月

曜
日
）
も
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
　
バ
ス
の
ご
案
内
＝
長
岡

駅
大
手
口
発
「
技
大
前
行
き
」

終
点
下
車
、
ま
た
は
長
岡
駅
大

手
口
発
「
長
岡
―
塚
山
―
小
国

線
」
富
岡
下
車

●
科
学
博
物
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

５
月
20
日
a
は
害
虫
駆
除
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

収蔵資料紹介や長岡歳時記、そして楽しい催し物や
特別展の案内などが、楽しめる内容になっています。
ぜひアクセスしてください。
http://www.museum.city.nagaoka.niigata.jp／

科学博物館のホームページができました

国
営
越
後
丘
陵
公
園
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
０
１

4
月
１４
日
g
〜
5
月
１３
日
a

▲猪瀬直樹さん
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
各
釣

具
店
へ
　
□問
長
岡
市
釣
魚
連
盟
事
務

局
・
三
浦
さ
ん
1
33
・
２
８
８
１

■
長
岡
市
民
囲
碁
大
会

少
年
少
女
囲
碁
大
会
も
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
（
少
年

少
女
囲
碁
大
会
は
歩
行
者
天
国
路
上
）

参
加
料
＝
一
般
２
、０
０
０
円
、
婦
人

１
、０
０
０
円
、
少
年
少
女
は
無
料

□申
＝
５
月
21
日
b
必
着
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、

電
話
番
号
、

持
っ
て
い
る
段
級
を
明
記
し
、
〒
９

４
０
―
０
０
６
２
大
手
通
り
２
の
４

の
４
日
本
棋
院
長
岡
支
部
1
・
FAX

35
・
４
３
０
５
担
当
・
小
方
さ
ん
へ

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

日
時
＝
６
月
３
日
a
３
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
出
演

＝
桂
文
楽
師
匠
ほ
か
　
料
金
＝
３
、

０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）
□問

�
長
岡
青
年
会
議
所
・
戸
倉
さ
ん
1

34
・
０
０
６
９

■
万
葉
学
習
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

例
会
＝
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
講
師
＝
佐
藤
正
一
さ
ん
　
会

費
＝
年
２
、０
０
０
円
　
□申
例
会
日
の

会
場
で
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

□問
星
野
四
郎
さ
ん
1
34
・
０
３
５
５

■
「
い
の
ち
の
森
再
生
」

ふ
る
さ
と
の
森
―
蒼
柴
の
森
植
樹

現
地
集
合
、
現
地
解
散
で
す
。
作

業
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
、
移
植
ご

て
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
日
時
＝

６
月
９
日
g
（
小
雨
決
行
）
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
　
場
所
＝
悠
久

山
、
蒼
柴
神
社
（
悠
久
山
公
園
）

□問
新
潟
県
山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
・

小
日
向
さ
ん
1
・
FAX
23
・
１
３
１
７

■
講
演
会

「
良
寛
上
人
一
代
記
」（
無
料
）

日
時
＝
５
月
26
日
g
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

講
師
＝
国
上
覚
院
住
職
・
渋
谷
隆
阿

さ
ん
　
□申
＝
長
岡
良
寛
の
会
・
池
田

光
知
さ
ん
1
27
・
２
２
１
６

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
修
会
員
募
集

練
習
期
日
＝
５
月
〜
来
年
３
月
ま
で

計
６
回
（
初
回
は
５
月
27
日
a
）
時

間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
　
会
場

＝
東
部
保
育
園
（
駐
車
場
は
ど
ん
ぐ

り
保
育
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
講

師
＝
国
立
音
楽
大
学
講
師
・
馬
淵
明

彦
さ
ん
　
□申
５
月
20
日
a
ま
で
に
権

藤
さ
ん
1
33
・
８
２
７
１
へ

■
世
界
お
料
理
ま
つ
り

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

料
金
＝
入
場
料
…
１
０
０
円
（
飲
み

物
代
）、

食
券
…
５
０
０
円
（
１
０

０
円
券
５
枚
つ
づ
り
）

□問
む
つ
み

会
・
小
林
さ
ん
1
36
・
０
１
１
４

■
長
岡
造
形
大
学

一
年
生
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

椅
子
展

日
時
＝
６
月
１
日
f
〜
３
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

会
場
＝
長
岡
商
工
会

議
所
美
術
文
化
ホ
ー
ル
　
□問
長
岡
造

形
大
学
1
21
・
３
５
３
５

■
長
岡
市
民
釣
大
会

日
時
＝
６
月
３
日
a
午
前
６
時
集
合

会
場
＝
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
民
釣

場
　
対
象
魚
＝
へ
ら
鮒
（
小
・
中
学

生
は
自
由
）

参
加
料
＝
大
人
１
、５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
７
０
０
円

□申
５
月
20
日
a
ま
で
に
市
内
釣
具
店

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育
て

方
（
植
え
替
え
と
さ
し
木
）

日
時
＝
５
月
19
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
１
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
関

矢
哲
男
さ
ん
　
定
員
＝
70
人

申
し
込
み
＝
５
月
16
日
d
ま
で

に
公
園
緑
地
課
1
39
・
２
２
３

０
へ

●
庭
木
の
せ
ん
定

日
時
＝
６
月
２
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
悠
久
山

公
園
ス
テ
ー
ジ
前
　
講
師
＝
社

長
岡
市
公
園
緑
地
建
設
業
協
会

内
容
＝
ツ
ツ
ジ
、
松
な
ど
の
せ

ん
定
の
仕
方
　
持
ち
物
＝
軍
手
、

作
業
で
き
る
服
装
　
定
員
＝
70

人
　
申
し
込
み
＝
５
月
30
日
d

ま
で
に
公
園
緑
地
課
1
39
・
２

２
３
０
へ

●
星
空
を
み
る
会

日
時
＝
５
月
18
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
、
曇
天
の

場
合
は
中
止
）

問
い
合
わ
せ

＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
1

34
・
１
３
０
５
へ

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
５
月
20
日
a
、
６
月
10

日
a
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３

年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定
員
＝
15
人
　
材
料
費
＝
４
０

０
円
か
ら
　
申
し
込
み
＝
５
月

17
日
e
ま
で
に
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５
へ

﹇
メ
ー
ン
会
場
﹈

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森

26
日
g

●
市
民
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
開
場
式

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

●
花
の
音
楽
会

時
間
＝
午
前
10
時
40
分
か
ら

●
手
作
り
ハ
ン
ギ
ン
グ
教
室

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
参
加

料
＝
無
料
　
定
員
＝
各
40
人

申
し
込
み
＝
５
月
21
日
b
ま
で

●
ウ
コ
ン
染
体
験
コ
ー
ナ
ー

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
緑
の
広
場
わ
き

参
加
料
＝
無
料
（
ウ
コ
ン
染
を

す
る
白
地
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

定
員
＝

40
人
　
申
し
込
み
＝
５
月
21
日

b
ま
で

27
日
a

●
花
か
お
る
茶
会

会
場
＝
せ
せ
ら
ぎ
の
東
屋
　
参

加
料
＝
３
５
０
円

●
フ
ラ
ワ
ー
教
室
（
無
料
）

エ
ッ
グ
ポ
マ
ン
ダ
ー
（
卵
の

殻
を
使
っ
た
ハ
ー
ブ
入
れ
）
を

作
り
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
Ａ
・
Ｂ
教
室

定
員
＝
40
人
　
申
し
込
み
＝
５

月
21
日
b
ま
で

26
日
g
、
27
日
a

●
市
民
バ
ザ
ー
ル

会
場
＝
緑
の
広
場
わ
き
　
申
し

込
み
＝
５
月
18
日
f
ま
で

●
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

●
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

●
花
い
っ
ぱ
い
活
動
紹
介

コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
ス
カ
イ
ウ
ェ
ー

●
手
作
り
木
製
グ
ッ
ズ
・

土
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

木
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
、

花
苗
の
栽
培
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
26
日
g
土
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
、
27
日
a
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
定
員
＝

１
０
０
組
（
２
日
間
と
も
）

申
し
込
み
＝
５
月
21
日
b
ま
で

●
花
の
名
前
あ
て
ク
イ
ズ

（
正
解
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

●
生
垣
・
竹
垣
・
ハ
ン
ギ
ン
グ

の
展
示

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

●
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

●
植
生
の
展
示

国
営
越
後
丘
陵
公
園
、
雪
国

植
物
園
等
を
パ
ネ
ル
と
ビ
デ
オ

で
紹
介

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム

当
日
は
駐
車
場
が
混
み
あ
い

ま
す
。
循
環
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

﹇
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
﹈

宮
内
北
公
園

27
日
a

花
壇
の
花
植
え

宮
内
８
丁
目
の
み
な
さ
ん
が

主
体
と
な
り
、
花
壇
の
花
植
え

な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ
＝
花
い
っ
ぱ
い
フ

ェ
ア
開
催
協
議
会
事
務
局
（
公

園
緑
地
課
内
）
1
39
・
２
２
３
０

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
2
0
0
1

5
月
２６
日
g
、
２７
日
a

〜
咲
か
そ
う
花
を
育
て
よ
う
緑
を
〜

●
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０
１

ご
み
お
っ
か
け
バ
ス
ツ
ア
ー

施
設
見
学
を
通
し
て
ご
み
の

現
状
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
減
量
の
必
要
性
と
そ
の
方
法

を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
22
日
c
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
定
員
＝
40
人

見
学
場
所
＝
中
越
地
区
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
、
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
　
集
合
＝
市
立
劇
場

前
（
解
散
も
）

参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申

し
込
み
＝
５
月
15
日
c
ま
で
に

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ

ｎ
な
が
お
か
２
０
０
１
実
行
委

員
会
事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

1
39
・
２
２
２
６
へ

●
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０
１

バ
リ
ア
フ
リ
ー
分
科
会

「
ま
ち
の
観
察
会
」

だ
れ
も
が
住
み
よ
い
、
快
適

な
ま
ち
に
す
る
方
法
を
探
る
た

め
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
や
車
椅
子

を
使
用
し
て
ま
ち
を
歩
き
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日
a
午
後
０
時

30
分
〜
４
時
30
分
ま
で
（
観
察

時
間
は
午
後
１
時
〜
３
時
）

集
合
場
所
＝
厚
生
会
館
第
１
小

ホ
ー
ル
　
観
察
コ
ー
ス
＝
①
厚

生
会
館←

→

東
北
電
力
ら
ぷ
ら

す
②
中
央
公
民
館→

厚
生
会
館

③
中
央
図
書
館→

厚
生
会
館
　

定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝
無
料

申
し
込
み
＝
５
月
11
日
f
ま
で

に
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０
１
実
行
委
員

会
事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

1
39
・
２
２
２
６
へ

●
市
政
出
前
講
座

メ
ニ
ュ
ー
追
加
の
お
知
ら
せ

建
設
の
分
類
に
２
つ
の
メ
ニ

ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
た

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
「
施
設
案
内
」
に
つ

い
て
は
、
一
部
の
施
設
で
見
学

で
き
な
い
日
時
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
・
体

育
課
1
32
・
５
１
１
０

●
古
文
書
解
読
講
座
（
前
期
）

初
級
・
中
級
コ
ー
ス

日
時
＝
５
月
24
日
〜
８
月
23
日

の
第
２
・
第
４
木
曜
日（
計
７
回
）

午
後
７
時
か
ら
　
会
場
＝
中
央

公
民
館
　
資
料
代
＝
１
、０
０
０

円
　
問
い
合
わ
せ
＝
文
書
資
料

室
1
36
・
７
８
３
２

●
「
長
岡
市
史
」
を
読
む
会

（
前
期
）

日
時
＝
５
月
19
日
、
６
月
２
日
、

16
日
、
７
月
７
日
、
14
日
、
28
日

の
各
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文
庫

３
階
会
議
室
　
持
ち
物
＝
「
長

岡
市
史
」
通
史
編
下
巻
　
申
し

込
み
＝
５
月
12
日
g
ま
で
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０

６
５
坂
之
上
町
３
の
１
の
20
文

書
資
料
室
1
36
・
７
８
３
２
へ

（
電
話
可
）

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と

一
緒
に
中
心
街
の
い
ろ
い
ろ
な

お
店
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
付
き
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
応
募

多
数
の
場
合
抽
選
）

申
し
込

み
＝
５
月
11
日
f
ま
で
に
電
話

で
、
長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
1
32
・
７
０
０
２
へ

５
月
の
コ
ー
ス

◇
「
贈
」
コ
ー
ス

日
時
＝
５
月
22
日
c
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

９
時
50
分
サ
ト
ウ
商
店
前
集
合

―
サ
ト
ウ
商
店
―
書
林
長
岡
―

江
口
だ
ん
ご
―
サ
ク
メ
モ
ス
リ

ン
―
バ
ー
ト
ン
―
春
江
フ
ラ
ワ

ー
―
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
・
ケ
イ

◇
「
楽
」
コ
ー
ス

日
時
＝
５
月
26
日
g
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

９
時
50
分
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
大
手

集
合
―
飯
田
呉
服
―
龍
文
堂
―

や
ま
ざ
き
―
カ
ネ
ト
ク
―
成
匠

堂
書
店
―
ア
イ
ワ
ー
ル
ド
―
ぎ

ょ
う
ざ
亭

＊
お
店
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

新
規
メ
ン
バ
ー
募
集

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で

は
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

一
店
逸
品
カ
タ
ロ
グ
の
作
成

や
お
買
い
物
ガ
イ
ド
な
ど
を
、

あ
な
た
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
1
32
・
７
０

０
２
商
業
振
興
課
1
39
・
２
２

２
８

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲長岡市の花と緑の
シンボルマーク

担　当�追加メニュー（講座）�

都市政策課�

都市政策課�

朝夕の道路交通渋滞を�
なくすための取り組み�

長岡の都市計画とまち�
づくり�

分類�

建設�

建設�

時　間�

60分�

60分�

中
心
商
店
街
お
買
い
物
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

▲石油に沸く長岡
（明治20年代）
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

０
０
０
円
　
□問
益
子
さ
ん
1
・
FAX
46

・
７
９
９
８

■
「
長
岡
川
柳
会
」
会
員
募
集

募
集
人
員
＝
10
人
　
練
習
日
時
＝
毎

月
第
四
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
５

時
　
内
容
＝
句
会
と
学
習
会
　
会
費

＝
年
３
、０
０
０
円
　
会
場
＝
け
さ
じ

ろ
荘
（
今
朝
白
）

□問
中
村
さ
ん
1

46
・
２
８
８
５

■
Ｌ
・
ｅ
・
Ｅ
会
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
英
会
話
を
学
び
ま
す
。

活
動
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
神
田
公

民
館
　
参
加
料
＝
月
６
、０
０
０
円

講
師
＝
ロ
ー
リ
ー
羽
賀
さ
ん
　
□問
大

橋
さ
ん
1
０
９
０
・
８
８
４
３
・
７

４
８
５

■
鋸
山
清
掃
登
山
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
６
月
３
日
a
午
前
８
時
か
ら

集
合
＝
栖
吉
登
山
口
　
持
ち
物
＝
ご

み
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
軍
手

□申
大
室
さ
ん
1
34
・
５
８
０
１

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

時
間
、
会
場
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
５
月
６
日
a
か
ら
　
コ
ー
ス

＝
①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
・
中
学
生
）

②
婦
人
の
部
　
参
加
料
＝
①
②
と
も

年
３
、０
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

□問
遠
藤
さ
ん
1
35
・
４
６
５
２

■
希
望
が
丘
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
５
月
25
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
週
２
回
）

時
間

＝
午
後
５
時
〜
６
時
30
分
　
対
象
＝

小
学
２
〜
６
年
生
　
受
講
料
＝
１
０
、

０
０
０
円
　
会
場
・
申
し
込
み
＝
希

望
が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
へ
５

月
10
日
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
　
□問

脇
坂
さ
ん
1
35
・
４
８
９
０

●
水
防
フ
ェ
ア
（
入
場
無
料
）

期
日
＝
５
月
12
日
g
〜
18
日
f

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
12
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
18

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

＝
中
央
図
書
館
講
座
室
　
内
容

＝
水
防
の
基
礎
知
識
な
ど
の
パ

ネ
ル
展
、
洪
水
氾
濫
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
、
信
濃
川
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
検
、
Ｆ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ（
フ
リ
ツ
ク
ス
）体
験
な
ど

﹇
特
別
講
演
会
﹈（
無
料
）

「
く
ら
し
と
防
災
〜
情
報
で

築
く
地
域
防
災
、
愛
知
水
害
の

事
例
に
学
ぶ
〜
」

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

愛
知
ネ
ッ
ト
代
表
・
天
野
竹
行

さ
ん
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講

堂
　
申
し
込
み
＝
５
月
７
日
b

ま
で
に
�
北
陸
建
設
弘
済
会
・

長
岡
支
所
1
32
・
３
４
８
４

問
い
合
わ
せ
＝
河
川
課
1
39
・

２
２
３
３
、
国
土
交
通
省
・
信

濃
川
工
事
事
務
所
1
32
・
３
０

２
０

●
国
際
夏
期
講
座
受
講
生
募
集

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
の

オ
ッ
ト
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

大
学
で
開
催
さ
れ
る
講
座
で
す
。

世
界
中
か
ら
約
百
人
の
ド
イ

ツ
文
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
集

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ン
ベ
ル

ク
市
と
長
岡
市
が
一
部
奨
学
金

と
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

テ
ー
マ
＝
「
現
代
に
お
け
る
古

典
文
学
・
ド
イ
ツ
古
典
文
学
鑑

賞
」

期
間
＝
８
月
２
日
〜
29

日
　
対
象
＝
ド
イ
ツ
語
が
堪
能

な
長
岡
市
出
身
ま
た
は
在
住
の

大
学
生
１
人
　
申
し
込
み
＝
５

月
８
日
c
ま
で
に
7
長
岡
市
国

際
交
流
協
会
1
39
・
２
２
０
７

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

５
月
12
日
g
に
選
考
試
験
を
実

施
し
ま
す
）

■
中
国
文
友
会
会
員
募
集

中
国
の
小
・
中
学
生
の
書
籍
代（
年

約
５
、０
０
０
円
）
を
援
助
し
な
が
ら

中
国
語
、
日
本
語
、
英
語
で
文
通
す

る
会
で
す
。

活
動
日
時
＝
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

２
時
〜
３
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

□問
横
山
さ
ん
1
39
・
２
０
９
２

■
生
活
講
習
会

日
時
＝
６
月
７
日
〜
９
月
20
日
の
隔

週
木
曜
日
（
８
月
を
除
く
計
６
回
）

会
場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲
葉
町
・
託

児
あ
り
）

受
講
料
＝
月
２
、０
０
０

円
　
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
、０
０
０
円

定
員
＝
10
人
　
□問
長
岡
友
の
会
・
小

林
さ
ん
1
24
・
６
１
６
９
へ

■
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
者
募
集

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
　
審
査
形
式
＝

日
本
語
ま
た
は
英
語
の
論
文
と
英
語

ス
ピ
ー
チ
で
審
査
し
ま
す
　
応
募
方

法
＝
『
21
世
紀
の
「
子
ど
も
、
い
の

ち
、
く
ら
し
」
を
考
え
る
』
を
論
文

（
日
本
語
１
、２
０
０
字
以
内
ま
た
は

英
語
８
０
０
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ
以
内
）
に

し
て
６
月
９
日
g
ま
で
に
〒
９
４
０

―
２
０
１
２
荻
野
１
の
７
の
11
森
下

美
和
子
さ
ん
へ
　
□問
高
野
さ
ん
1
32

・
１
９
６
０

■
英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

コ
ー
ス
と
日
時
＝
①
大
人
（
初
級
〜

中
級
者
）
…
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時

〜
２
時
②
小
学
生
…
毎
週
火
曜
日
午

後
４
時
〜
５
時
③
幼
児
…
毎
週
水
曜

日
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分
　
会

場
＝
深
才
公
民
館
　
会
費
＝
①
月
５
、

０
０
０
円
②
月
４
、５
０
０
円
③
月
４
、

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

所在地�

台町2丁目�

会　　　場�

 パソコンスクールNET

定員�

5人�

40人�

10人�
10人�

40人�

時　間 

10：00～12：30

期　　　　日�コース名�  コースＮｏ�月�

平日午前コース� 7月�

230

38

232
234
40

7/5�、12�、19�、26��
7/9�、10�、11�、12��

7/10�、13�、24�、27��
7/11�、12�、18�、19� 
7/16�、17�、18�、19��

9：30～12：00

9：30～12：00
9：30～12：00

9：30～12：00

幸町分室�

SJMパソコンスクール�

プレマ･パソコン教室�
幸町分室�

幸町2丁目�
�緑町1丁目�

殿町2丁目�
�幸町2丁目�

三和２丁目�教育センター�20人�

40人�

20人�
40人�

40人�

18：30～21：00
18：30～21：00

18：30～21：00
18：30～21：00
18：30～21：00

平日夜間コース� 7月�

36

116

231
42
44

7/3�、4�、5�、6��
7/9�、10�、11�、12��

7/9�、12�、16�、19��
7/16�、17�、18�、19��
7/24�、25�、26�、27��

旭岡中学校�

長岡コンピュータカレッジ�

幸町分室�
幸町分室�

高畑町�

殿町１丁目�

幸町2丁目�
幸町2丁目�

今朝白１丁目�青少年文化センター�
40人�
20人�

15人�
40人�

13：30～16：00
13：30～16：00

13：30～16：00

13：30～16：00

平日午後コース� 7月�

35

39

233
41

7/3�、5�、10�、12��
7/9�、10�、11�、12��

7/10�、13�、17�、20��
7/16�、17�、18�、19� 

幸町分室�

スタッフエースビジネススクール長岡校�

幸町分室�

幸町2丁目�
�千歳３丁目�
�幸町２丁目�

今朝白１丁目�青少年文化センター�
5人�
20人�

40人�
20人�

9：30～16：00
9：30～16：00

9：30～16：00

9：30～15：30

土日コース 7月�

7月�

37

235

43
236

7/7�、8（日）＜2日間＞�
7/14�、21�＜2日間＞�

7/20�、21�＜2日間＞�
7/21�、22�＜2日間＞�

ティー・アンド・ケー�

幸町分室�

長岡コンピュータカレッジ�

弓町２丁目�
�幸町２丁目�

殿町１丁目�

坂之上町3丁目�

坂之上町3丁目�

坂之上町3丁目�

NTT東日本長岡営業支店�

NTT東日本長岡営業支店�

NTT東日本長岡営業支店�

10人�

10人�

10人�

20人�

40人�

13：30～16：00

18：30～21：00

13：30～16：00

9：30～16：00

9：30～16：00

バリアフリーコース�
6月�

6/1�、8�、29�、7/13��

6/1�、8�、29�、7/13��

6/3�、17�、7/1�、15��

6/10�、１７�＜2日間＞�

7/14�、21�＜2日間＞ 

教育センター�

幸町分室�

三和2丁目�

幸町2丁目�

幸町2丁目�
�

幸町分室�
15人�
40人�9：30～16：00

9：30～16：00
平日２日間コース 7月�

34

229

7/2�、3�＜2日間＞�
7/5�､6�＜2日間＞ NTT東日本長岡営業支店�坂之上町3丁目�

視覚障害者�
向け　301
視覚障害者�
向け　302
視覚障害者�
向け　303

聴覚障害者�
向け　305

肢体不自由者�
向け　304

インターネット講習会６月・７月　受講生募集（無料）�
申し込み＝５月19日�（消印有効）までに、往復はがきの往信の裏にコースNo.（第１・２希望を記入）、住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して〒940－0072柳原町２の１生涯学習・体育課Ｉ
Ｔ講習推進室へ（はがき１人につき１枚、多数の場合５月22日�に抽選し、結果を５月24日�に発送します）�
問い合わせ＝生涯学習・体育課ＩＴ講習推進室�３２・６１０２��
　インターネット講習会は今後12月まで開催し、日程は市政だよりで随時お知らせします。なお、1人1回の受講となります。�

このインターネット講習
会は、20歳以上の初心
者が対象です。�

講習内容は①パソコンの基
本操作②ワープロ文書の作
成③インターネット操作④
電子メールの送受信です。
ぜひ、ご応募ください！�

�

�

&長岡市芸術文化振興財団ガイド129・7711

■ウィーン・フィルのトップ奏者による
オペラ＆オペレッタ・ファンタジー

開演＝５月26日g午後７時　会場＝リリックホール・コンサートホール
出演＝エルンスト・オッテンザマー（クラリネット）、マルティン・ガ
ブリエル（オーボエ）、ティボール・コヴァーチ（ヴァイオリン）、シ
ャルロッテ・ライトナー（ソプラノ）、足立桃子（ピアノ） 内容＝オ
ペラ・オペレッタの名曲を第一級の奏者が演奏します。 全席自由＝
一般3,500円、学生2,000円（当日500円増し）チケット発売中

■次の公演に、青少年のみなさんをそれぞれ20 人ずつ招待します。
●５月26 日G開催　ウィーン・フィルのトップ奏者による
オペラ＆オペレッタ・ファンタジー

締め切り＝５月14日b必着
●６月23 日G開催　華麗なるワシーリエフの世界
締め切り＝６月８日f必着
申し込み＝はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、学校名、保護者
氏名、電話番号、鑑賞を希望する公演名を書いて、〒940－2101寺島町
315リリックホール（１公演１人１枚限り）E-mail:ticket@nagaoka-caf.
or.jpでも受け付けます（応募多数の場合抽選）

■平成13 年度アンサンブル・リリック団員募集
アンサンブル・リリックで一緒に演奏しませんか ？リリック・アソ

シエイト・アンサンブル（SAWA QUARTET）メンバーによる講習会
を受けた後、2002年１月13日(日)長岡リリックホール・コンサートホー
ルで行われるコンサートに出演します。コンサートでのすばらしい演
奏を目指して練習に励める人、音楽を心から楽しみたい人、奮ってお
申し込みください。
講習会場＝リリックホールスタジオほか　第１回講習日＝６月16日g、
17日a 曲目＝レスピーギ：リュートのための古い舞曲とアリア第３組
曲、ボッケリーニ：チェロ協奏曲ト長調（チェロ：林俊昭）ほか　受
講料＝全日程一括払い20,000円　対象＝小学５年生以上の弦楽器の経験
者で上記作品のどれか１曲が演奏可能な人。自分でその判断が難しい
人は申し込みの上、まずは第１回の講習会へおいでください。 申し
込み＝募集要項を請求のうえ５月31日eまでに〒940―2101寺島町315
長岡リリックホール1２９・７７１１、FAX２９・７７２２へ
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

着
可
）

□申
市
民
体
育
館
1
34
・
２

７
０
０

■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

◇
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
キ
ッ
ズ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

①
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
、
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
②
水
曜
日
…
旭
岡
中
学
校
、

土
曜
日
…
豊
田
小
学
校
③
小
学
生
④

年
６
、０
０
０
円
⑤
風
間
誠
さ
ん
1
０

９
０
・
１
４
５
８
・
８
７
０
３
へ

◇
希
望
が
丘
Ｓ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
日
曜
日
・
第
２
土
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
②
希
望
が
丘
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
体
育
館
）
③

小
学
１
〜
６
年
生
④
年
１
０
、０
０
０

円
（
保
険
代
含
む
）
⑤
棚
橋
敏
夫
さ

ん
1
27
・
７
３
８
２

◇
ゴ
ジ
ラ
キ
ッ
ズ
（
卓
球
）

①
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
、
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時

②
火
・
木
曜
日
…
旭
岡
中
学
校
、
金

曜
日
…
市
民
体
育
館
③
小
学
１
〜
４

年
生
（
３
人
程
度
）
④
月
２
、０
０
０

円
⑤
土
田
明
さ
ん
1
35
・
９
２
６
５

（
夜
間
）

■
テ
ニ
ス
選
手
権
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

期
日
＝
①
６
月
17
日
a
②
６
月
24
日

a

種
目
＝
男
子
…
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

35
歳
以
上
・
45
歳
以
上
・
55
歳
以
上
、

女
子
…
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
40
歳
以
上
・

50
歳
以
上
、
小
学
生
…
男
子
・
女
子
、

中
学
生
…
男
子
・
女
子
　
参
加
料
＝

１
人
３
、０
０
０
円
（
協
会
員
は
１
、

５
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
１
、０
０
０

円
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　

□申
①
５
月
27
日
a
②
６
月
３
日
a
ま

で
に
石
原
さ
ん
1
29
・
１
４
８
９
へ

●
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
体
験
を

し
ま
せ
ん
か
。

植
え
付
け
作
業
＝
５
月
19
日
g

午
前
９
時
〜
正
午
　
収
穫
作
業

＝
10
月
初
旬
（
こ
の
ほ
か
に
除

草
等
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
収
穫
し
た
い
も
は
、
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。
）

定
員
＝

25
家
族
（
１
家
族
１
畝
）

参

加
料
＝
１
家
族
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
さ
つ
ま
い
も
作
り

体
験
希
望
」
と
書
き
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

返
信
の
表
に
住
所
、
氏
名
、
郵

便
番
号
を
記
入
し
、
５
月
15
日

c
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
９

４
０
―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６

７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー
1
34
・
５
３
６
０
へ
（
申

し
込
み
は
１
家
族
１
枚
と
し
、

参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
「
笹
だ
ん
ご
・
ち
ま
き
」
加
工

日
時
＝
５
月
23
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
、
５
月
26
日
g
午

前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会

場
＝
ふ
る
さ

と
体
験
農
業

セ
ン
タ
ー

持
ち
物
＝
昼
食
、
エ
プ
ロ
ン
　

参
加
料
＝
１
、
１
０
０
円
　
定

員
＝
20
人
　
申
し
込
み
＝
５
月

10
日
e
午
前
９
時
か
ら
、
ふ
る

さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
1
34

５
３
６
０
へ

●
田
植
え
ま
つ
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

昼
食
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
田
植
え
と
い

も
苗
植
え
体
験
（
無
料
）
、
し

い
た
け
の
こ
ま
打
ち
（
有
料
２

０
０
円
、
当
日
先
着
30
組
）

問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
体
験

農
業
セ
ン
タ
ー
1
34
・
５
３
６
０

生
涯
学
習
・
体
育
課

1
32
・
５
１
１
０

●
高
齢
者
親
善

ペ
タ
ン
ク
大
会

日
時
＝
５
月
22
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
雨
天
の
場
合
は

５
月
25
日
f
）

会
場
＝
河
川

運
動
公
園
自
由
広
場
　
対
象
＝

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人
（
な

る
べ
く
３
人
一
組
で
）

参
加

料
＝
一
人
２
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
５
月
11
日
f
ま
で

に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

1
37
・
０
３
０
０
へ

●
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
＝
６
月
26
日
c
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
　
対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳

以
上
の
人
（
老
人
ク
ラ
ブ
や
仲

間
同
士
で
）

参
加
料
＝
無
料

持
ち
物
＝
昼
食
、
室
内
運
動
靴

申
し
込
み
＝
５
月
23
日
d
ま
で

に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

1
37
・
０
３
０
０
へ

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク
な
が
お
か

期
日
＝
５
月
20
日
a
（
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

会
場
＝
陸
上

競
技
場
と
信
濃
川
堤
防
周
辺

時
間
＝
受
付
…
午
前
８
時
30
分

か
ら
　
開
会
式
…
午
前
９
時
30

分
か
ら
　
ス
タ
ー
ト
…
午
前
10

時
　
参
加
料
＝
無
料
　
持
ち
物

＝
昼
食
、
雨
具
　
申
し
込
み
＝

当
日
会
場
で

●
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

期
日
＝
６
月
９
日
g
（
雨
天
決

行
）

時
間
＝
受
付
…
午
後
２

時
、
ス
タ
ー
ト
…
午
後
３
時

集
合
＝
陸
上
競
技
場
２
階
建
て

プ
レ
ハ
ブ
旧
管
理
棟
　
コ
ー
ス

＝
信
濃
川
堤
防
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
　
種
目
＝
高
校
男
子
…
12
�
、

一
般
男
子
Ａ
…
12
�
、
一
般
男

子
Ｂ
…
５
�
、
一
般
女
子
…
５

�

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
６
月
１
日
f
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館

1
34
・
２
７
０
０
へ

●
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

期
日
と
会
場
＝
小
学
生
・
高
校

生
・
一
般
の
部
は
５
月
13
日
a

…
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
、
中
学

生
の
部
は
５
月
27
日
a
…
河
川

公
園
庭
球
場
（
い
ず
れ
も
雨
天

の
場
合
は
６
月
17
日
a
…
河
川

公
園
庭
球
場
で
６
月
17
日
a
が

雨
天
の
場
合
は
中
止
）

●
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
場
所
＝
南

部
体
育
館
　
講
師
＝
Ａ
級
ダ
ン

ベ
ラ
ー
・
笠
原
照
子
さ
ん
ほ
か

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
月
額
）

持
ち
物
＝
１
�
以
下
の
ダ
ン
ベ

ル
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
　
申
し
込
み
＝
南
部
体
育

館
1
39
・
３
６
０
０

■
長
岡
た
の
し
い
授
業
サ
ー
ク
ル

日
時
＝
５
月
26
日
g
午
後
６
時
〜
８

時
　
会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
　
内

容
＝
た
の
し
い
授
業
に
関
す
る
情
報

交
換
、
資
料
発
表
な
ど
　
参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
　
□申
五
十
嵐
さ
ん
1
63

・
４
２
６
６

■
イ
ワ
チ
ド
リ
と
山
野
草
展

日
時
＝
５
月
26
日
g
〜
27
日
a
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
　
場
所
＝
国
営
越

後
丘
陵
公
園
暖
の
館
内
　
□問
長
岡
山

草
愛
好
会
・
門
谷
修
さ
ん
1
35
・
６

８
８
０

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
性
会
員
募
集

日
時
＝
５
月
11
日
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
会
費

＝
月
１
、０
０
０
円
（
入
会
金
２
、０
０

０
円
初
回
に
）

□問
吉
田
さ
ん
1
27

・
２
９
８
６

■
市
民
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
６
月
５
日
〜
19
日
の
毎
週
火

・
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
（
計
５

回
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

定
員
＝
45
人
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０

円
　
□申
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
経
験
年
数
を
記
入
し
、

５
月
21
日
b
ま
で
に
〒
９
４
０
―
０

０
９
７
山
田
１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝

さ
ん
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
初
心
者
合
気
道
教
室

日
時
＝
５
月
24
日
〜
７
月
26
日
の
毎

週
木
曜
日
（
計
10
回
）
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
対
象

＝
高
校
生
以
上
　
参
加
料
＝
３
、０
０

０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
運
動

の
で
き
る
服
装
（
柔
道
着
・
空
手
道

●
「
ト
リ
ア
ー
国
際
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
参
加
者
募
集

友
好
都
市
ド
イ
ツ
の
ト
リ
ア

ー
市
で
開
催
さ
れ
る
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

大
会
期
日
＝
６
月
24
日
a
（
滞

在
は
１
週
間
程
度
）

種
別
＝

10
�
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
　
費

用
＝
20
万
円
程
度
　
申
し
込
み

＝
５
月
９
日
d
ま
で
に
7
長
岡

市
国
際
交
流
協
会
1
39
・
２
２

０
７
へ

悠
久
山
野
球
場
拡
張
・
改
修
記
念

プ
ロ
野
球

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦

「
巨
人
Ｖ
Ｓ
ヤ
ク
ル
ト
」

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
後
１
時

試
合
開
始
　
場
所
＝
悠
久
山
野

球
場
　
前
売
り
券
取
扱
所
＝
読

売
セ
ン
タ
ー
（
販
売
店
）、

長

岡
大
和
、
オ
オ
ミ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ

ア
ー
ク
プ
ラ
ザ
店
（
前
売
り
券

の
問
い
合
わ
せ
は
新
潟
南
部
読

売
会
1
36
・
２
３
６
７
へ
）

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
・
体

育
課
1
32
・
５
１
１
０

●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ウ
エ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
サ
ブ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
用
意
す
る

も
の
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
参
加
料
（
初
回
に
）、

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
施
設
使
用
料

会
費
＝
年
間
１
６
、０
０
０
円
、

半
年
８
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
５
月
８
日
c
か
ら
サ
ン
ラ
イ

フ
長
岡
1
36
・
７
２
０
０
へ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

ス
ポ
ー
ツ�

■屋内体育館開放

期　間＝平成14年３月末まで
（テニス・長岡高校は11月7日～3月末）

申し込み＝各開放校の管理指導員へ
（当日、体育館に来ています）

その他＝①ボール等の用具は各自で用意
②大会等により利用できないことがあります。

■テニスコート開放
期　間＝５月10日～10月11日までの毎週木曜日（８月16日を除く）
開放校＝東中（コート4面）
時　間＝午後７時～９時
申し込み＝直接テニスコートで（初心者への指導あり）

■夜間照明付グラウンド開放
期　間＝10月31日まで
開放校＝北中、宮内中、大島中、関原中
種　目＝軟式野球、ソフトボール、サッカー
時　間＝午後７時～９時
利用料＝１回２時間6,000円
申し込み＝利用する日の前月20日の午前10時に市民体育館へ

（申し込み多数の場合は抽選、20日が土・日・祝日の場合
は、次の月曜日）。

～学校開放案内～
学校の施設を利用して気軽にスポーツを楽しみませんか

●
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
・

サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー

イ
ベ
ン
ト
案
内

期
間
＝
５
月
３
日
-
〜
６
日
a
、

12
日
g
〜
13
日
a

場
所
＝
市
営
ス
キ
ー
場
と
そ
の

周
辺

主
な
催
し

・
場
内
遊
覧
バ
ス
運
行

（
５
月
３
日
〜
５
日
）

・
羊
の
散
髪
（
５
月
３
日
）

・
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
乗
車
コ
ー

ナ
ー

（
５
月
５
日
、
６
日
、
12
日
、

13
日
）

・
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
体
験
コ

ー
ナ
ー
（
５
月
３
日
〜
６
日
）

・
フ
ワ
フ
ワ
コ
ー
ナ
ー

（
５
月
３
日
、
４
日
）

・
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
登
場

（
５
月
３
日
〜
６
日
、
12
日
、

13
日
）

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
利
用
は

無
料
で
す
。

※
天
候
の
状
況
に
よ
り
変
更
や

中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
（
市
営
ス
キ
ー
場
）

1
34
・
２
２
２
５

クラス�一　般� シニア男子�
（55歳以上）�

小学生�
高校生�中学生�

800円� 2,000円�  800円（小）�
1,000円（高）�

5月21日�
�まで　� 5月7日�まで�

申し込み�

参加費�
（当日に）�

長岡市ソフトテニス連盟�
〒940－2046　雲出町1347�
・丸山さん　　�46・5935�
・市民体育館　�34・2700

��
バドミントン��
バレーボール�

バスケットボール�
�
テニス�

種　　目�  開　放　校� 曜　日� 時　　間�
東北中学校�
長岡高校 �
農業高校�
東北中学校�
大手高校 �
長岡高校�

金�
木�
月�
火�
木�
水�

19:30～21:30 ��  �
19:00～21:00�

19:00～21:00�
� �
19:30～21:30

5月15日��
～�

来年3月末�
5月17日��
～�

来年3月末�
5月19日��
～�

来年3月末�

午前10時�
 �

11時30分�

火曜午前�

木曜午前�

土曜午前�

週一�

募集�
人数�活動期間�時　間�コース�

10

10

10

～
� �

・

問い合わせ＝生涯学習・体育課132・5110

う
ね

▲昨年の健康ウォークで

23 22



ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
名
、

交
流
会
出
席
と
送
迎
バ
ス
利
用
の
有

無
を
記
入
し
、
５
月
10
日
e
必
着
で

〒
９
４
０
―
０
８
６
４
川
崎
６
の
８

６
５
６
の
14
中
島
隆
雄
さ
ん
1
・
FAX

34
・
６
８
７
５
へ

■
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
踊

る
軽
快
な
ダ
ン
ス
で
す
。

日
時
＝
５
月
26
日
〜
９
月
29
日
（
８

月
11
日
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
□問
馬
場
さ

ん
1
66
・
７
８
５
６

●
高
額
療
養
費
を

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
１
カ
月
分
の
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
次
の
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ト

料
や
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は

除
き
ま
す
。

老
人
保
健
の
人
は
、
こ
の
制

度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
老
人
保
健
法
の
高
額
医

療
費
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
は

入
院
中
の
食
事
の
負
担
が

減
額
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健

の
加
入
者
で
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
入
院
中
の
食
事

の
一
部
負
担
金
（
１
日
７
８
０

円
）
が
次
の
よ
う
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

①
過
去
12
カ
月
の
入
院
日
数
が
　

90
日
を
超
え
て
い
る
人

１
日
　
５
０
０
円

②
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
　
１
日
　
３
０
０
円

③
そ
れ
以
外
の
人

１
日
　
６
５
０
円

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

減
額
認
定
証
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

毎
年
５
月
31
日
で
す
。
引
き
続

き
減
額
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、

再
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
〕

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
が
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

①
申
請
免
除
制
度

対
象
＝
所
得
の
な
い
人
、
法
に

よ
る
医
療
扶
助
や
教
育
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
、
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人

②
法
定
免
除
制
度

対
象
＝
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
人
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、

老
後
の
年
金
や
万
一
の
と
き
の

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
学
生
に
は
『
学
生
納
付
特
例

制
度
』
が
あ
り
ま
す
〕

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

■
２
０
０
１
年「
Ｂ
・
フ
リ
ー
」
ス
プ

リ
ン
グ
ラ
ン
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ

視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
愛
好
者
と
の
交
流
の
場
で
す
。

期
日
＝
５
月
13
日
a
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場
　
日
程
＝
受

付
…
午
前
９
時
30
分
か
ら
（
第
１
ロ

ッ
ジ
）、

ス
タ
ー
ト
…
10
時
30
分
、

交
流
会
…
午
後
０
時
30
分
　
コ
ー
ス

＝
①
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
３
�
、
５
�
、

10
�
、
15
�
）
②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
料
＝
男
性
２
、５
０
０
円
、
女
性

２
、０
０
０
円
、
子
ど
も
１
、０
０
０
円

（
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

送
迎
バ

ス
＝
行
き
…
午
前
９
時
30
分
長
岡
駅

大
手
口
発
、
帰
り
…
午
後
３
時
現
地

発
（
片
道
２
０
０
円
）

□申
は
が
き

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
学
生
の
期
間
は
保
険
料
を

納
め
ず
、
卒
業
後
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。学

生
納
付
特
例
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必

要
な
期
間
と
し
て
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
納
付
特
例
期
間
中
に

事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
に
な
っ

た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
＝
前
年
の
所
得
が
68
万
円

（
収
入
で
１
３
３
万
円
）
以
下

の
学
生

◇
　
　
　
　
◇

申
請
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課

1
39
・
２
２
５
０

●
特
別
土
地
保
有
税
の

申
告
納
付
期
限
は

５
月
31
日
で
す

申
告
対
象
＝
１
月
１
日
現
在
、

10
年
以
内
に
取
得
し
た
土
地
を

５
、０
０
０
�
以
上
所
有
し
て
い

る
人
（
法
人
も
含
む
）
で
、
か

つ
未
利
用
地
、
遊
休
地
等
の
状

況
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人

（
相
続
等
で
取
得
し
た
場
合
、

農
業
等
で
所
有
の
場
合
な
ど
は

除
く
）

問
い
合
わ
せ
＝
資
産

税
課
1
39
・
２
２
１
３

●
町
内
会
長
会
議
を

開
催
し
ま
す

平
成
13
年
度
の
町
内
会
長
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

町
内
会
長
さ
ん
に
は
、
別
途

ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
28
日
b
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
大
ホ
ー
ル
　
担
当
＝
市
民
課

1
39
・
２
２
１
５

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
　

施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
＝
満
75
歳
以
上
の
人

助
成
金
額
＝
施
術
１
回
に
つ
き

１
、０
０
０
円
、
年
６
回
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
対
象
者

の
年
齢
が
わ
か
る
介
護
保
険
証

等
　
交
付
場
所
＝
介
護
保
険
課
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ

＝
介
護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

く
ら
し�

会　場� 実施日� 住　所� 問い合わせ�

湖畔の里�

山通コミュニティセンター�

関原ふれあいホーム�
宮本地区福祉センター�
深沢町公民館�
上除公民館�
希望が丘地区福祉センター�
おててつないでの家�

月曜日�
火曜日�
水曜日�
木曜日�
金曜日�
水曜日�

月曜日�

曜日�
火・水・木�

関原町2-58-5
宮本1-甲105-2
深沢町3081
上除町乙40
西津町2301-1
滝谷町32-6

悠久町72

柿町650

デイサービスセンターこぶし�
�46・6631

ながおか医療総合生活協同組合�
�38・0813
山通コミュニティセンター�
�36・7037、36・7018

ご活用ください！中小企業融資制度�

�

商

業

振

興

課

　
��
39
・
2
2
2
8

工
業
振
興
課�

　�
39
・
2
2
2
2

制度名� 種　類 限度額� 利率(年) 返済期間� 問　い�
合わせ�

関連倒産防止等特別融資�
（平成14年3月31日まで）�

2.3％�
（信用保証付は1.8％）�

2.4％�
（信用保証付は1.9％）�

2.4％�
（信用保証付は2.2％）�

2.9％�
（信用保証付は2.4％）�

2.1％�
（信用保証付は1.6％）�

2,000万円�

2,000万円�

750万円�

1,000万円�

1,000万円�

3,000万円�

5,000万円�

2,500万円�

（倒産関連融資の場�
　合は、債権額の範
　囲内で2,000万円）�

（返済期間が1年未
満の運転資金は2
億円）�

7年�
(据置１年以内を含む)

5年�
(据置6カ月以内を含む)

10年�
(据置6カ月以内を含む)

7年�
(据置6カ月以内を含む)

15年�
(据置3年以内を含む)

10年�
(据置１年以内を含む)

8年�
(据置１年以内を含む)

8年�
(据置１年以内を含む)

運転資金 6年�
設備資金 7年�
(据置１年以内を含む)

運転資金 4年�
設備資金 5年�
(据置3カ月以内を含む)

運転資金 5年�
設備資金 6年�
(据置6カ月以内を含む)

運転資金 5年�
設備資金 7年�
(据置１年以内を含む)

普通貸付�

組合貸付�

小口貸付�

創業貸付�

普通貸付�

組合貸付�

特別貸付（中�
小流通業店舗�
等活性化資金）�

市内の事業所で、�
(財)信濃川テクノポ�
リス開発機構の債務�
保証を受けたもの�

(財)新潟県中小企業�
振興公社の設備資金�
の借入れをし、市長�
の認定を受けたもの�

5,000万円�

2.0％�

2.4％�
�

2.4％�

1.9％�

1.7％�

2.4％�

2.4％�

新潟県地方産業育成資金�

中小企業�
振興資金�

中小企業�
高度化資金�

新技術新製�
品開発資金�

設備資金�

所要資金から県の
高度化資金貸付決
定額を控除した額
の3分の１以内の額�

（1年以上5年未満の
創業者は6,000万円）�

所要資金の3分
の2以内の額で
4,000万円�

4,000万円�

（返済期間が1年未満の�
 運転資金は1.5％）�

��

��

家に閉じこもりがちな高齢者等を対象に、生活指導や日常動作訓
練を行い、趣味などの生きがい活動を支援します。仲間づくりや健
康の維持にご利用ください。
対象＝おおむね60歳以上の一人で外出できる人で、ひとり暮らしの

人または同居者はいるが日中一人になる人（ただし、介護保
険のサービスを利用できる人は除く）

時間＝午前９時～午後３時
利用料＝１日200円（ほかに食事費等の実費負担があります）
申し込み＝介護保険課1３９・２２４５、または市内の各在宅介護支

援センターへ

生きがい対応型デイサービスをご利用ください

＜情報公開制度＞
市では「長岡市情報公開条例」に基づき、市政に関

する情報を公開しています。市民ならだれでも情報の
公開を請求することができます。
公開の請求があった場合は、その情報のすべてを公

開することを原則としていますが、個人に関する情報
などが含まれている場合には、その部分を公開できな
いこともあります。このような場合には、公開できな
い部分を除いて「部分公開」しています。
市役所１階の市民の声なんでも窓口と２階の情報公

開コーナーで、公開についての相談や請求を受け付け
ています。

平成12年度の情報公開の実施状況

＜個人情報保護制度＞
市では「長岡市個人情報保護条例」に基づき、市が

保有する個人情報の取り扱いのルールを定め、市民の
プライバシーの保護をしています。
個人情報を取り扱う業務として、条例に基づき登録

されている業務の数は、３月31日現在で513件。そのう
ち平成12年度中に新たに登録された業務は35件です。
この業務の登録の内容は、市役所２階の情報公開コー
ナーで閲覧することができます。

平成12年度の個人情報の開示請求の件数等

「部分開示」とは、本人に知らされていない病気の状態など、
本人に開示することが不適切な部分を除いて開示すること
をいいます。「情報不存在」とは、開示請求された情報が存
在しなかったことをいいます。

問い合わせ＝庶務課139・2203

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   �35・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報� 請求の件数�

24件� 23件� 1件�

処　理　状　況�

開　　示� 部分開示� 非開示� 情報不存在�

実施機関�請求等の�件数�
公開・非公開の状況�

不服申立て�公　開� 非公開�部分公開�
市長部局�
教育委員会�
市 議 会 �
水 道 局 �
合 計 �

27件�

1
1
9

38

17件�

1
1
9

28

10件�

10

上位所得者� 一　　般� 市民税非課税世帯�

4回目以降の限度額�

上位所得者＝国民健康保険加入者の所得合計が、年額670万円を超える世帯�

121,800円� 63,600円�

35,400円�

70,800円� 37,200円� 24,600円�

過去12カ月以内
に、同じ世帯で
高額療養費の支
給を受けた回数
が3回までの限
度額�

医療費が318,000円
を超えたときは、超
えた分の１％を加算�

医療費が609,000円
を超えたときは、超
えた分の１％を加算�

25 24



長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   �35・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
　
参
加
料
＝

４
、０
０
０
円
　
定
員
＝
30
人
　
□申
５

月
13
日
a
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
生
年
月

日
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
８
６

７
豊
２
の
６
の
12
難
波
久
美
子
さ
ん

1
37
・
０
３
８
５
へ

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
〜
地
図
と
コ
ン
パ
ス

で
コ
ー
ス
を
ま
わ
ろ
う
！
〜

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
９
時
〜
正

午
（
小
雨
決
行
）

集
合
＝
栖
吉
児

童
館
　
参
加
料
＝
個
人
５
０
０
円
、

１
グ
ル
ー
プ
（
２
〜
４
人
）
１
、０
０

０
円
（
当
日
に
）

コ
ー
ス
＝
①
ら

く
ら
く
コ
ー
ス
②
ち
ょ
っ
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ス
　
持
ち
物
＝
山
歩
き
の

で
き
る
靴
と
服
装
、
雨
具
、
着
替
え

な
ど
　
□申
５
月
21
日
b
ま
で
に
生
涯

学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ
　

□問
岩
淵
さ
ん
1
35
・
３
３
３
３
（
午

後
７
時
〜
９
時
）

■
長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊
老
人

ホ
ー
ム
組
合
臨
時
職
員
募
集

職
種
と
人
数
＝
寮
父
（
母
）
２
人

雇
用
期
間
＝
平
成
13
年
６
月
１
日
〜

平
成
14
年
３
月
31
日
　
応
募
資
格
＝

昭
和
36
年
４
月
２
日
〜
57
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
　
□申
５
月
11
日
f

ま
で
に
履
歴
書
を
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

1
75
・
２
０
３
８
へ

■
子
猫
の
里
親
さ
が
し

子
猫
（
生
後
２
カ
月
ま
で
）
を
飼

え
な
く
な
っ
た
人
、
飼
い
た
い
人
は

ど
う
ぞ
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

大
歓
迎
。
午
前
９
時
か
ら
動
物
愛
護

・
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
も
開
催

し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
入
口
前

□問
青
木
さ
ん
1
27
・
０
７
４
５

●
介
護
保
険
料
の
不
審
な

取
り
た
て
に
ご
注
意
を

最
近
、
介
護
保
険
料
の
徴
収

と
偽
っ
て
現
金
を
だ
ま
し
と
る

と
い
う
悪
質
な
被
害
に
あ
っ
た

と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
介
護
保
険
課
の
職
員
が

保
険
料
の
徴
収
に
お
伺
い
す
る

場
合
は
、
「
身
分
証
明
書
」
を

提
示
し
ま
す
。
ま
た
、
現
金
を

受
け
取
っ
た
際
に「
領
収
証
書
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

心
あ
た
り
の
な
い
不
審
な
取

り
た
て
に
は
、
ま
ず
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
、
相
手
の
身

分
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
高

齢
者
を
狙
う
、
こ
う
し
た
犯
罪

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
在
宅
寝
た
き
り
者
等

訪
問
歯
科
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

歯
科
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
在
宅
の
寝
た

き
り
の
人
や
重
度
障
害
者
の
人

に
、
歯
科
医
師
等
が
家
庭
訪
問

を
し
て
、
無
料
で
歯
科
健
診
と

治
療
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

（
治
療
が
必
要
な
場
合
は
医
療

費
が
か
か
り
ま
す
）。

何
年
も
健
診
を
受
け
て
い
な

い
人
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、

口
臭
が
ひ
ど
い
等
で
お
悩
み
の

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５
、
長
岡
歯
科
医

師
会
1
32
・
１
４
３
０

●
児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
が
緩
和
さ
れ
ま
す

平
成
13
年
６
月
分
か
ら
、
児

童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所

得
制
限
限
度
額
が
大
幅
に
緩
和

さ
れ
る
予
定
で
す
。
改
正
さ
れ

る
と
限
度
額
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

改
正
に
よ
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
場
合
、
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
「
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
（
公

務
員
の
人
は
勤
務
先
に
提
出
）。

現
在
、
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
て
、
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人
に
認
定

請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

受
給
資
格
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
５
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
４
月

中
に
認
定
請
求
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）。
手
続
き
に
は
、

ほ
か
に
「
年
金
加
入
証
明
書
」

や
「
所
得
証
明
書
」
等
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
が
限
度
額
以
上

の
人
に
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
は
認
定

請
求
を
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
５
月
15
日
〜
29
日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
計
３

回
）

会
場
＝
神
田
小
学
校
体
育
館

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
当
日
に
）

持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
　
□申
５
月
10
日
e
ま
で
に
谷
薩
江

さ
ん
1
・
FAX
28
・
０
７
２
３
へ

■
初
心
者
太
極
拳
教
室

コ
ー
ス
＝
①
５
月
10
日
〜
６
月
21
日

の
毎
週
木
曜
日
（
５
月
17
日
を
除
く

計
６
回
）
②
５
月
11
日
〜
６
月
22
日

の
毎
週
金
曜
日
（
６
月
１
日
を
除
く

計
６
回
）

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち

物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、
内
履
き

□申
５
月
８
日
c
ま
で
に
市
民
体
育
館

1
34
・
２
７
０
０
へ

■
着
衣
泳
指
導
者
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
３
日
a
・
10
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
技

術
科
学
大
学
　
内
容
＝
講
義
、
着
衣

泳
指
導
実
技
、
心
肺
蘇
生
法
実
技

定
員
＝
各
日
40
人
　
□申
長
岡
技
術
科

学
大
学
・
斎
藤
さ
ん
1
47
・
９
３
１
６

■
子
ど
も
リ
ズ
ム
体
操
教
室

日
時
＝
５
月
11
日
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝

新
町
公
民
館
　
対
象
＝
入
園
前
の
乳

幼
児
　
内
容
＝
親
子
体
操
、
歌
遊
び
、

リ
ズ
ム
運
動
ほ
か
　
参
加
料
＝
３
カ

月
３
、０
０
０
円
　
□問
新
町
公
民
館
1

36
・
９
２
３
０

■
婦
人
水
泳
教
室

日
時
＝
５
月
16
日
〜
６
月
20
日
の
毎

週
水
曜
日
正
午
〜
午
後
１
時
20
分

（
計
６
回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化

さ
れ
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
児
童

福
祉
課
1
39
・
２
２
１
９

●
不
適
応
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

子
ど
も
の
不
登
校
等
で
悩
ん

で
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

悠
久
荘
、
少
年
セ
ン
タ
ー
、

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室
、
長
岡

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
、
訪
問

相
談
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
９
日
d
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
（
予
約
不
要
）

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ

＝
学
校
教
育
課
1
39
・
２
２
３
９

●
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、

環
境
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る

ク
ラ
ブ
で
、
小
・
中
学
生
が
対

象
で
す
。
昨
年
は
全
国
で
約
７

万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
に
は
、
手
帳
と
メ
ン
バ

ー
ズ
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

年
６
回
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
も
送
ら
れ
、
全
国
の
仲
間
と

交
流
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1

24
・
０
５
２
８

■教育相談室 1３２・３６６３（三和２・教育センター）
いじめや不登校、適正就学などの相談に応じます。来
室の場合は電話で予約してください。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後５時、土曜日の午前

９時～正午

■少年センター少年相談 1３２・３７４５（互尊文庫２階
少年センター）
20歳未満の子どもの非行、交友、学業と進路（中退等）、
男女交際、不登校、いじめなどの相談を受け付けます。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後５時

■長岡フレンドリールーム 1３９・１４０４（柳原分庁舎内）
不登校に悩んでいる小・中学生を対象に、学校復帰へ
の橋渡しをします。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後４時

■訪問相談 1３９・１４０４（柳原分庁舎内）
不登校で閉じこもりがちな小・中学生の家庭を訪問し、
相談・指導します。
日時＝月・水・金曜日の午前９時～午後４時

■中越いじめ相談 1３５・３９３０（長岡総合庁舎内中越
教育事務所）
日時＝月～金曜日の午前９時～午後９時（午後９時～午

前９時も留守番電話で受け付けます）

■家庭児童相談室 1３９・２２１９（児童福祉課内）
乳幼児から18歳未満の子どもの心や身体の発達、障害

児の養育、親子関係、養育における諸問題などの相談に
応じます。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後４時

■長岡児童相談所 1３５・８５００（四郎丸町237・長岡地
域福祉センター内）
18歳未満の子どもの日常生活、親子関係、非行、障害

児の養育などに関する相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

■長岡警察署いじめ相談 1３８・０１１０（長岡警察署内）
いじめの被害や非行など、あらゆる少年問題に関する

相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

■法務局子ども相談 1３３・５５１０（三和３・法務局長
岡支局内）
いじめ、体罰、虐待、差別などの人権に関する問題全

般の相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時

■子どもの健康相談 1３２・５０００（西千手２・健康セ
ンター内）
発育、発達、ことば、しつけ、病気等、子育ての相談

に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時

子どもに関する悩みごと相談（無料）
～お気軽にご相談ください～

募集画地＝４画地（陽光台１丁目）
募集期間＝５月３日-～21日b

概要＝借地期間51年間（更新不可）、３年経過後に
土地買取可、２年以内に住宅建設、借地権の
譲渡可、公団に対する建物買取請求権なし

各画地の面積と賃料（月額）

問い合わせ＝ちいき公団分譲課147・1500

長岡ニュータウン
平成13年度定期借地のご案内

▲イメージキャラクター
「エコまる」

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№36
「家主さんに頼まれた」と
業者が換気扇フィルターを取り付けにきたが…

Q： アパートに引っ越してす
ぐに「換気扇のフィルター
を取り付けるよう家主さん
に頼まれた」と業者がきて、
その場で料金を６万円取ら
れた。家主さんに確認する
と、そんなことは頼んでい
ないと言われたが、どうしたらいいか。

A：　最近、引っ越してすぐの若者や主婦から、「訪
問販売で多数の換気扇フィルターを買ってしまっ
た」などの相談が増えています。
契約してから８日間以内であれば、クーリング
・オフ（契約の無条件解除）できますが、おかし
いなと思ったら、その場で契約したりお金を払っ
たりせず、家族等に相談して慎重に対応しましょ
う。

問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.４.１（前月比）

190,417人 93,443人 96,974人 64,545世帯
（－1,006） （－402）（－355）（－651）

（例）4人世帯（夫婦と子ども2人）�
　の場合の所得制限限度額�

改　正　後�

�国 民 年 金 �
加 入 者 �

厚生年金等�
加 入 者 �

415万円�
（改正前284万円）�

�
574万円�

（改正前475万円）�
�

画地面積（�）�保　証　金�100万円の場合�
保　証　金�
300万円の場合�

保　証　金�
500万円の場合�

24,600円�

16,800円�

19,800円�

17,100円�

18,900円�

11,100円�

14,100円�

11,400円�

13,300円�

5,400円�

8,400円�

5,800円�

318.85（96.45坪）�

261.32（79.05坪）�

261.43（79.08坪）�

259.81（78.59坪）�

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

そ
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

各
種
研
修
会
や
講
習
会
な
ど
の
活
動

を
通
し
、
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
約
２
０
０
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
１
万
人
あ
ま
り
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
人
生
を
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
も
の
に
し
、
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め

に
、
あ
な
た
も
老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入

し
ま
せ
ん
か
。

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
な
ら
だ

れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
ま
た
は

長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
1
37
・

０
３
０
０
へ
ど
う
ぞ
。

●
英
語
指
導
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）
募
集

募
集
人
数
＝
３
人
　
雇
用
期
間

＝
平
成
13
年
８
月
１
日
〜
平
成

14
年
３
月
31
日
　
職
務
内
容
＝

市
立
小
学
校
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
と
の
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
英
語

指
導
　
応
募
資
格
＝
昭
和
41
年

４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
英

検
２
級
以
上
ま
た
は
同
程
度
の

英
語
運
用
能
力
を
有
し
、
小
学

校
の
英
語
指
導
に
熱
意
の
あ
る

人
　
報
酬
＝
日
額
６
、７
１
０
円

勤
務
日
＝
月
〜
金
曜
日
（
月
15

日
程
度
、
祝
日
を
除
く
）

勤

務
時
間
＝
１
日
６
時
間
　
試
験

日
＝
６
月
５
日
c

申
し
込
み

＝
５
月
28
日
b
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
人
材
教
育

指
導
室
1
32
・
７
３
９
２

●
防
火
管
理
講
習
（
甲
種
）

期
日
＝
６
月
７
日
e
・
８
日
f

（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

定
員
＝
90
人
　
会
場
＝
市
立
劇

場
　
テ
キ
ス
ト
代
＝
２
、７
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
５
月
14
日
b

〜
31
日
e
に
顔
写
真
（
縦
４
b

×
横
３
b
、
６
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
）
１
枚
を
添
え
て

消
防
本
部
予
防
課
1
35
・
２
１

９
０
へ

13
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
た
し
か
め
て
　
火
を
消
し
て
　

か
ら
　
次
の
こ
と
」

●
春
の
防
災
訓
練
（
消
防
演
習
）

消
防
団
員
が
、
日
ご
ろ
訓
練

を
重
ね
て
き
た
ポ
ン
プ
操
法
や

放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
な
ど
も
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
署
警
備
係

1
35
・
２
１
９
３
、
防
災
課
1

39
・
２
２
０
６

●
既
存
宅
地
の
確
認
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
13
年
５
月
18
日
に
都
市

計
画
法
が
改
正
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
「
既
存
宅
地
制
度
」
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
開

発
許
可
ま
た
は
建
築
許
可
を
受

け
な
く
て
も
建
築
物
を
建
て
る

こ
と
が
で
き
た
土
地
も
原
則
と

し
て
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
住
宅
課
1

39
・
２
２
２
９

●
公
営
住
宅
の
申
し
込
み

受
付
を
３
団
地
で

再
開
し
ま
す

市
営
・
県
営
住
宅
は
、
現
在

満
室
の
状
況
で
入
居
待
ち
の
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る

団
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
団
地
、
希
望
が
丘
団
地
、

稲
葉
団
地
、
川
崎
団
地
、
宮
栄

団
地
、
土
合
（
県
営
）
団
地
、

寿
団
地
、
中
島
団
地

な
お
、
５
月
10
日
e
か
ら
、

次
の
３
つ
の
団
地
も
受
け
付
け

を
始
め
ま
す
。

上
除
団
地
、
土
合
（
市
営
）
団

地
、
稽
古
町
団
地

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
住
宅
課
1

39
・
２
２
２
９

●
「
あ
ぜ
り
あ
」
の

編
集
委
員
を
募
集
し
ま
す

「
あ
ぜ
り
あ
」
は
身
の
ま
わ

り
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
女
性
と
男
性
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
て
い

く
情
報
誌
で
す
。

テ
ー
マ
に
関
す
る
学
習
会
や

誌
面
内
容
の
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
来
年
２
月
の
発
行
を
め
ざ

し
て
取
材
や
編
集
作
業
を
行
い

ま
す
。

対
象
＝
月
２
回
（
昼
間
２
時
間
）

の
編
集
会
議
に
参
加
で
き
る
人

（
年
齢
・
性
別
不
問
）

活
動

場
所
＝
け
さ
じ
ろ
荘
（
今
朝
白

１
の
10
の
27
）

活
動
期
間
＝

６
月
〜
来
年
２
月
　
申
し
込
み

＝
５
月
25
日
f
ま
で
　
問
い
合

わ
せ
＝
企
画
課
女
性
政
策
班
1

39
・
２
２
０
４

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
１
級
）

日
時
＝
６
月
９
日
〜
12
月
29
日
の
毎

週
土
曜
日
（
ほ
か
に
平
日
10
日
間
の

実
習
あ
り
）

対
象
＝
２
級
課
程
終

了
後
、
１
年
以
上
の
訪
問
介
護
・
施

設
介
護
の
経
験
が
あ
る
人
で
、
す
べ

て
の
研
修
に
参
加
で
き
る
人
　
定
員

＝
30
人
　
受
講
料
＝
７
０
、０
０
０
円

（
別
に
テ
キ
ス
ト
代
１
０
、０
０
０
円
）

□申
５
月
15
日
c
必
着
で
、
所
定
の
用

紙
を
〒
９
４
０
―
２
１
３
５
深
沢
町

２
２
７
８
の
８
長
岡
看
護
福
祉
専
門

学
校
1
46
・
７
７
１
１
へ

■
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
せ
ん
か

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
趣
味
な
ど
の
サ

ー
ク
ル
活
動
や
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
、

●
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

駆
除
〜
薬
剤
の
一
斉
散
布

を
見
直
し
ま
せ
ん
か
〜

各
町
内
で
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
環
境
に
配
慮
し
て
駆
除

薬
の
一
斉
散
布
を
や
め
る
べ
き

と
い
う
意
見
が
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

各
町
内
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し

て
、
実
施
前
に
町
内
で
の
十
分

な
意
思
確
認
と
作
業
の
安
全
確

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
駆
除
薬
を
散
布
す
る

際
に
は
、
町
内
全
体
へ
の
一
斉

散
布
で
は
な
く
、
事
前
に
発
生

状
況
を
調
べ
て
対
象
樹
木
だ
け

に
散
布
し
た
り
、
薬
剤
を
必
要

な
世
帯
に
配
り
、
散
布
は
樹
木

の
所
有
者
や
管
理
者
が
し
た
り

す
る
こ
と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〔
薬
剤
散
布
時
の
注
意
〕

①
定
め
ら
れ
た
用
法
・
用
量
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

②
農
薬
用
マ
ス
ク
、
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
な
ど
の

作
業
着
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
通
行
人
に
か
か
ら
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
散
布
す
る

時
間
帯
は
、
人
通
り
が
少
な
く

朝
露
の
あ
る
早
朝
が
最
も
効
果

的
で
す
。

④
取
り
扱
っ
た
後
は
、
手
足
・

顔
な
ど
を
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗

い
、
う
が
い
も
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
市
が
交
付
す
る
薬
剤
は
、
予

防
薬
で
は
な
く
駆
除
薬
で
す
。

発
生
前
の
散
布
、
被
害
樹
木
以

外
へ
の
散
布
は
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
不
必
要
な
散
布
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
長
岡
産
業
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

の
会
員
企
業
募
集

企
業
経
営
へ
の
デ
ザ
イ
ン
導

入
方
法
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る

人
材
の
育
成
、
デ
ザ
イ
ン
開
発

力
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
調
査

・
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
会
員

企
業
の
成
長
発
展
を
め
ざ
す
研

究
会
で
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

企
業
　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
＝
工
業
振
興
課
内
長
岡
産
業

デ
ザ
イ
ン
研
究
会
事
務
局
1
39

・
２
２
２
２

生涯学習コーディネーターは、「何か始めたいので、
市内にある団体・サークルの情報がほしい」「この分野
の指導者を紹介してほしい」等の相談に応じ、市民のみ
なさんの自主的な学習活動を支援するボランティアです。
養成講習修了後は、平成14年度開設予定の「生涯学習
情報・相談室（仮称）」で情報誌の発行、学習相談、講
座の企画を行います。
〔応募資格〕
市内在住の20歳以上の人（学生は除く）

〔募集人数〕10人
〔講習内容〕
①文部科学省認定通信講座「生涯学習指導者養成講座
生涯学習ボランティアコース」の受講（自宅学習）
②月１回の定例研修会、学習相談研修会等への参加

〔講習期間〕平成13年７月～14年３月
〔受講料〕48,500円（通信講座受講料。講習修了者には、
一定条件のもと受講料の半額を市が補助）

〔申し込み〕
生涯学習・体育課（市役所柳原分庁舎４階）と市役所
１階案内所にある所定の申込書を〒940－0072柳原町
２の１生涯学習・体育課企画推進係へ郵送または持参
（郵送の場合は簡易書留で。封筒の表に「生涯学習コ
ーディネーター養成講習申込書」と朱書き）

〔受付期間〕５月１日c～31日e（必着） 受付時間は
午前８時30分～午後５時、休日は受け付けしません。

〔選考〕面接による選考を行い、受講者を決定します。

「生涯学習コーディネーター」養成講習の
受講者を募集します

問い合わせ＝生涯学習・体育課132・5110

と
、
冬
咲
種
、
春
咲
種
、
夏
咲

種
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
矮
性
種
な
ど
が
で
き
ま
し

た
。
花
色
も
赤
色
、
桃
色
、
空

色
、
紫
、
白
、
ク
リ
ー
ム
、
覆

輪
な
ど
多
彩
で
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

草
丈
の
高
い
品
種
の
育
て
方

は
難
し
い
の
で
、
一
般
家
庭
向

き
の
育
て
や
す
い
矮
性
種
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

（
矮
性
種
）
草
丈
は
30
〜
40
b

ほ
ど
で
、
節
間
が
つ
ま
っ
て
が

っ
し
り
と
育
ち
ま
す
。
花
壇
や

フ
ェ
ン
ス
際
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や

鉢
植
え
の
行
灯
仕
立
て
の
ほ
か
、

吊
り
鉢
に
し
て
下
に
垂
ら
す
の

も
風
情
が
あ
っ
て
楽
し
い
も
の

で
す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
一
般
的
に
は
10

月
中
旬
に
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。

ま
く
前
に
一
晩
水
に
浸
し
て
お

き
、
水
を
吸
収
し
な
い
タ
ネ
は

除
き
ま
す
。

根
は
直
根
性
で
移
植
を
嫌
う

た
め
、
目
的
の
場
所
に
直
接
ま

く
か
、
３
号
ポ
ッ
ト
に
２
、
３

粒
ず
つ
ま
き
ま
す
。
覆
土
は
１

b
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

発
芽
す
る
ま
で
は
、
タ
ネ
を

乾
か
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
す
。
タ
ネ
は
ま
い
て
か
ら
１

週
間
ほ
ど
で
発
芽
し
ま
す
。
生

育
適
温
は
15
℃
前
後
で
す
。

本
葉
が
５
、
６
節
出
た
ら
、

３
、
４
節
残
し
て
摘
芯
を
し
ま

す
。
摘
芯
す
る
こ
と
で
、
力
強

い
新
芽
が
伸
び
て
き
ま
す
。

（
用
土
）
長
岡
で
は
一
般
に
酸

性
土
が
多
い
の
で
、
花
壇
で
は

１
�
当
た
り
１
０
０
ｇ
（
手
の

ひ
ら
に
山
盛
り
１
杯
程
度
）
の

石
灰
を
ま
き
ま
す
。
根
が
深
く

入
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
な
る

べ
く
深
く
耕
し
て
石
灰
と
よ
く

混
和
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

（
場
所
と
管
理
）
ス
イ
ー
ト
ピ

ー
は
、
日
当
た
り
の
良
い
所
が

大
好
き
で
す
。

巻
き
ひ
げ
が
か
ら
み
つ
く
性

質
な
の
で
、
フ
ェ
ン
ス
の
近
く

で
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
す

が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
す
る

時
は
支
柱
を
立
て
ま
す
。
葉
先

に
つ
く
ひ
げ
づ
る
を
残
す
と
、

隣
の
株
と
か
ら
み
あ
っ
て
倒
れ

る
の
で
、
伸
び
た
ら
は
さ
み
で

切
り
、
茎
は
生
長
す
る
ご
と
に

支
柱
に
結
び
つ
け
ま
す
。

（
水
や
り
）
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢

植
え
な
ど
の
場
合
は
、
開
花
す

る
前
に
生
育
が
旺
盛
に
な
る
の

で
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
根

に
は
、
根
瘤
菌
が
つ
い
て
チ
ッ

素
を
供
給
し
ま
す
の
で
、
チ
ッ

素
肥
料
は
あ
ま
り
必
要
と
し
ま

せ
ん
。
多
す
ぎ
る
と
葉
ば
か
り

茂
っ
て
花
つ
き
が
悪
く
な
り
ま

す
。
リ
ン
酸
や
カ
リ
分
の
多
い

肥
料
を
施
す
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
特
に
草
木
灰
は
効
果
的

で
す
。

（
病
害
虫
）
生
長
し
は
じ
め
る

と
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き
や
す
く

な
る
の
で
、
つ
く
前
に
浸
透
移

行
性
の
殺
虫
剤
（
例
え
ば
オ
ル

ト
ラ
ン
粒
剤
な
ど
）
を
散
布
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
は
別
名
ジ
ャ

コ
ウ
レ
ン
リ
ソ
ウ
と
呼
ば
れ
、

高
い
芳
香
が
特
徴
で
す
。
寒
さ

に
強
い
マ
メ
科
の
一
年
草
で
す

が
、
近
年
は
宿
根
草
の
も
の
も

見
ら
れ
ま
す
。

シ
チ
リ
ア
島
が
原
産
地
で
、

イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広
ま
り
、
そ

の
後
ア
メ
リ
カ
で
さ
ら
に
品
種

改
良
が
進
み
ま
し
た
。

開
花
期
に
よ
っ
て
大
別
す
る

陽
春
を
象
徴
す
る
よ
う
な
花
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
。
以
前
は
、

温
室
で
の
栽
培
が
お
も
だ
っ
た
た
め
、
初
心
者
に
は
育
て
る
の

が
や
や
困
難
で
し
た
。

し
か
し
近
年
は
、
品
種
改
良
が
進
み
、
簡
単
に
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
紹
介
で
す
。

蝶
の
舞
姿
を
思
わ
せ
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

167

猫の飼い主のみなさんへ
最近、野良猫がごみ置き場を荒らしたり、家に入り
込んだりする被害が増えています。心ない飼い主によ
り、捨てられる猫が増えているためです。
繁殖を望まない場合には避妊や去勢をするな
どして、野良猫を増やさないようにしましょう。

問い合わせ＝環境業務課124・2837

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

期日�

関
原
中
学
校�

中
島
小
学
校�

新
組
小
学
校�

宮
内
小
学
校�

希
望
が
丘
小
学
校�

方
面
隊�

時
　
間�

会
　
場�

5/20��27��
川
西�

西
部�

中
央�

北
部�

南
部�

8
:
30
〜
11
:
30
�

13�
:�
00
〜
16�
:�
00
�

7�
:�
00
〜
9�
:�
30�
�

10�
:�
30
〜
13�
:�
00
�

14�
:�
00
〜
17�
:�
00
�

▲スイートピー

わ
い
せ
い

り
ん

ふ
く

あ
ん
ど
ん

て
き
し
ん

お
う

こ
ん
り
ゅ
う

29 28
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

院
健
診
棟
４
階
講
堂
　
講
師
＝
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
近
藤
泰
子

さ
ん
　
受
講
料
＝
２
０
０
円
（
当
日

に
）

□申
５
月
21
日
b
ま
で
に
厚
生

連
労
組
地
域
保
健
講
座
実
行
委
員
会

1
35
・
７
２
６
４
へ

■
県
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
会
員
募
集

賢
い
消
費
者
を
め
ざ
し
て
学
習
会

や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
＝
個
人
１
、５
０
０
円
、
賛
助

会
員
５
、０
０
０
円
　
□申
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
事
務
局
1
39

・
５
０
５
０

■
腎
臓
病
市
民
セ
ミ
ナ
ー

「
尿
蛋
白
・
腎
臓
病
に
つ
い
て

知
ろ
う
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
20
日
a
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
定
員
＝

３
５
０
人
　
□問
長
岡
中
央
綜
合
病
院

透
析
セ
ン
タ
ー
1
35
・
３
７
０
０

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会

心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族
と
精
神

保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人
の
会

で
す
。
悩
み
な
ど
を
語
り
合
い
、
支

え
合
う
と
と
も
に
、
研
修
を
通
し
て

病
気
の
こ
と
や
対
応
の
し
か
た
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
家
族
会

へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
11
日
f
、
６
月
８
日
f

・
22
日
f
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道

町
３
）

□問
介
護
保
険
課
内
精
神
障

害
者
家
族
会
事
務
局
1
39
・
２
２
４
５

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
14
日
b
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所
　
内

容
＝
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般

相
談
（
予
約
制
）

□申
長
岡
保
健
所

地
域
保
健
課
1
33
・
４
９
３
１

●
中
小
企
業
従
業
員
・
農
業
者

の
た
め
の
派
遣
研
修
助
成
制
度

中
小
企
業
で
働
く
人
や
農
業

を
し
て
い
る
人
が
、
派
遣
研
修

に
参
加
す
る
場
合
に
自
己
負
担

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
研
修
＝
次
の
団
体
等
が
行

う
４
日
間
以
上
の
研
修
（
農
業

研
修
は
海
外
派
遣
研
修
の
み
）

①
国
・
県
・
市
②
中
小
企
業
大

学
校
・
商
工
会
議
所
・
商
工
団

体
③
農
業
関
係
団
体
④
信
濃
川

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
⑤
長

岡
技
術
科
学
大
学
　
対
象
＝
市

内
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業

の
従
業
員
、
農
業
者
　
助
成
対

象
経
費
＝
受
講
料
・
参
加
費
・

宿
泊
費
・
交
通
費
の
自
己
負
担

額
の
う
ち
次
の
額
①
国
内
研
修

…
自
己
負
担
額
６
万
円
以
下
は

そ
の
全
額
、
６
万
円
を
超
え
る

と
き
は
超
え
た
額
の
３
分
の
２

を
加
算
し
た
額
（
限
度
額
10
万

円
）
②
国
外
研
修
…
自
己
負
担

額
の
３
分
の
２
以
内
の
額
（
限

度
額
30
万
円
）

申
し
込
み
＝

受
講
日
の
20
日
前
ま
で
に
庶
務

課
内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
事

務
局
1
39
・
２
２
０
３
へ

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

リ
ハ
ビ
リ
の
し
か
た
や
介
護

家
族
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
個

別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

５
月
か
ら
、
理
学
療
法
士
の
相

談
日
を
臨
床
心
理
士
・
保
健
婦

と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
日
に
し
、
相

談
日
を
月
２
回
と
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

土
曜
日
の
時
間
を

拡
大
し
ま
し
た

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
婦
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
簡
単
な
体
操
の
紹
介
も
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
、
土
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６

の
７
）

●
機
能
訓
練
教
室

足
腰
が
弱
く
な
っ
た
り
、
体

力
の
低
下
な
ど
で
家
に
い
る
こ

と
が
多
く
な
り
が
ち
な
人
が
対

象
で
す
。
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
楽
し
く

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
軽
体
操

や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

し
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
５
月
〜
来
年
３
月
ま
で

（
計
13
回
）

時
間
＝
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝

健
康
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち
、
四
郎
丸
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
川

崎
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
宮
内

地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
宮
本
地

区
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
富
曽
亀
公

民
館
、
山
本
公
民
館
、
関
原
連

絡
所
、
上
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
新
規
）、
神
田
公

民
館
（
新
規
）

申
し
込
み
＝

介
護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

1
32
・
５
０
０
０

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
等
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

■
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、

支
援
活
動
も
行
い
ま
す
。

電
話
相
談
＝
毎
週
水
曜
日
（
第
５
週

は
除
く
）
午
後
２
時
〜
５
時
（
来
所

し
て
の
相
談
も
可
。
予
約
必
要
）

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
週
間
に
合

わ
せ
「
女
性
へ
の
暴
力
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
26
日
c
午
後
７
時
〜
９

時
、
27
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◇
　
　
　
　
　
◇

相
談
先
＝
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お

か
1
38
・
０
４
５
６

■
長
岡
地
区
２
０
０
２
大
卒
等

就
職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

直
接
、
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
14
日
b
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
対

象
＝
平
成
14
年
３
月
の
大
学
等
卒
業

予
定
者
　
内
容
＝
参
加
企
業
（
約
70

社
を
予
定
）
と
の
個
別
面
談
　
□問
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

■
公
開
講
座
「
諸
外
国
の

更
生
保
護
事
情
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
12
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
け
さ
じ
ろ
荘
２
０

２
号
室
　
講
師
＝
新
潟
保
護
観
察
所

所
長
・
白
石
寛
司
さ
ん
　
□問
長
岡
地

区
更
生
保
護
婦
人
会
・
水
沢
さ
ん
1

・
FAX
32
・
６
６
３
３

■
地
域
保
健
講
座

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
介
護
保
険
」

介
護
保
険
の
上
手
な
利
用
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
５
月
25
日
f
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

６
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
２
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
12
年
８
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、

母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●
基
本
健
康
診
査

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
高
脂
血
症
、

貧
血
、
動
脈
硬
化
症
の
検
査
を

行
い
ま
す
。

〔
集
団
検
診
〕

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
12
年
４
月
２
日
〜

58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、

職
場
等
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
人
　
負
担
金
＝
19
歳
〜

39
歳
…
３
、３
０
０
円
、
40
歳
〜

64
歳
…
１
、３
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
当
日
会
場
で

〔
個
別
健
診
〕

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
内

科
等
）
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
12
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
　
期
間
＝
５
月

１
日
c
〜
来
年
２
月
28
日
e

負
担
金
＝
無
料
　
持
ち
物
＝
基

本
健
康
診
査
個
人
記
録
票
（
シ

ル
バ
ー
受
診
券
、
地
区
ご
と
に

順
次
郵
送
し
ま
す
）、
保
険
証

申
し
込
み
＝
各
医
療
機
関
へ

〔
訪
問
健
診
〕

市
内
の
指
定
医
療
機
関
が
訪

問
し
て
行
い
ま
す
。

対
象
＝
40
歳
以
上
で
車
い
す
利

用
や
寝
た
き
り
等
の
た
め
に
集

団
健
診
等
が
受
け
ら
れ
な
い
人

期
間
＝
５
月
１
日
c
〜
来
年
２

月
28
日
e

負
担
金
＝
無
料

申
し
込
み
＝
健
康
課
へ

●
結
核
・
肺
が
ん
検
診

〔
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
〕

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
58
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
　
負
担
金
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
当
日
会
場
で

〔
肺
が
ん
検
診
〕

対
象
＝
①
50
歳
以
上
で
タ
バ
コ

を
長
い
間
吸
っ
て
い
る
人
②
40

歳
以
上
の
人
で
６
カ
月
以
内
に

血
痰
の
あ
っ
た
人
③
40
歳
以
上

の
人
で
石
綿
・
重
ク
ロ
ム
酸
等

を
取
り
扱
う
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
の
あ
る
人
　
負
担
金
＝
７

０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
＝
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
の
際
、
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い

●
が
ん
検
診

〔
集
団
検
診
（
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
）〕

市
内
の
小
学
校
、
公
民
館
等

で
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場
は

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
…

昭
和
37
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
人
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

…
昭
和
47
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
人
　
負
担
金
＝
胃
が
ん

…
１
、０
０
０
円
、
大
腸
が
ん
…

５
０
０
円
、
子
宮
が
ん
…
６
０

０
円
、
乳
が
ん
４
０
０
円
（
70

歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
＝

健
康
課
ま
た
は
各
Ｊ
Ａ
支
店
へ

〔
個
別
検
診
（
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
）〕

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
産

婦
人
科
・
外
科
）
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
47
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
　
期
間
＝
５
月

１
日
c
〜
来
年
２
月
28
日
e

負
担
金
＝
子
宮
頸
が
ん
…
１
、７

０
０
円
、
子
宮
頸
・
体
が
ん
…

２
、５
０
０
円
、
乳
が
ん
…
７
０

０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

料
金
は
受
診
後
、
納
付
書
で

指
定
金
融
機
関
に
納
め
て
く
だ

さ
い
　
申
し
込
み
＝
各
医
療
機

関
へ

健  

康�

期
日�

ダ
イ
エ
ー�

長
岡
店�

わ
き
通
路�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
０
時
30
分
〜
４
時�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
１
時
〜
４
時�

ジ
ャ
ス
コ�

長
岡
店�

6／2�
��

9�
��

会
　
場�

時
　
　
間�

期
日�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
婦�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

5／23�
��

6／6�
��

内
　
容�

担
　
　
当�

期
日�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の�

悩
み
や
介
護
家
族�

の
ス
ト
レ
ス
な
ど�

�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆�

予
防
、健
康
管
理�

な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

5／10�
��

24�
��

相
　
談
　
内
　
容�

担
　
当�

�山口こまちちゃんとお母さん
（４月12日・１歳６か月児健診で）

●
講
演
会

〜
命
の
ア
サ
ガ
オ
〜

日
時
＝
５
月
３
日
-
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
２
階
講
堂
　
定
員
＝
１
０

０
人
　
内
容
＝
①
講
演
「
我
子

か
ら
の
贈
り
物
」（
講
師
…
に
い

が
た
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会

中
条
支
部
代
表
・
丹
後
ま
み
こ

さ
ん
）
②
「
い
の
ち
の
あ
さ
が

お
」
ビ
デ
オ
上
映
③
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
出
演
…
日
下

フ
ァ
ミ
リ
ー
）

託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
パ
ネ
ル
展

日
時
＝
５
月
１
日
c
〜
６
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
６
日

は
午
後
１
時
ま
で
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
美
術

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
「
命
の
ア

サ
ガ
オ
」こ
う
す
け
君
の
パ
ネ
ル

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
1
32
・

５
０
０
０
、
に
い
が
た
骨
髄
バ

ン
ク
を
育
て
る
会
長
岡
支
部
1

22
・
１
８
４
４

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
の

つ
ど
い
（
無
料
）

5月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用

ください。
�休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
�夜間等の当番病院
①平日（４月～６月の当番）

②休日

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

午前9時～11時30分、午後1時～5時30分�

午前9時～11時30分、午後1時～3時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
� 3 5・8 2 5 5

内科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
� 3 3・9 6 4 4

長岡赤十字病院（�28・3600）�
長岡中央綜合病院（�35・3700）�
立 川 綜 合 病 院（�33・3111）�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

長岡中央綜合病院（�35・3700）�
立 川 綜 合 病 院（�33・3111）�
長岡赤十字病院（�28・3600）�

3日�・6日�・27日��
4日（休）・13日��
5日�・20日��

た
ん

31 30


